
 

福祉生活病院常任委員会資料 
 

（令和２年９月１４日） 

 

 

【 件 名 】 

 

１  令和２年度第１回子育て王国とっとり会議の開催結果について 

                          （子育て王国課） ・・・１ 

 

２  第４回米子児童相談所施設内虐待事案に係る検証チーム会議結果について 

               （行政監察・法人指導課、家庭支援課）・・・３ 

 

３  令和２年度第１回鳥取県総合教育会議の開催結果について 

             （総合教育推進課、教育総務課）・・・５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て・人財局 



 



令和２年度第１回子育て王国とっとり会議の開催結果について 
 

令 和 ２年 ９月 １４日 

子 育 て 王 国 課 

 

子育て王国とっとり条例に基づき設置している「子育て王国とっとり会議」について、下記のとおり、令和２年度第１回 

会議を開催したので、概要を報告します。 

なお、今回の会議は、委員の任期満了に伴う改選後の初めての会議となります。 

 

記 

 

１．開催概要 

 （１）日時 ： 令和２年９月１日(火) １３時３０分から１５時３０分まで 

 （２）場所 ： とりぎん文化会館第３会議室 

 （３）議事 ： 下記２のとおり 

 

２．議事概要 

（１）子育て王国の取組について 

今回の会議は、委員の任期満了に伴う改選後、初めての会議であったため、これまでの子育て王国の歩みについて、

ご説明するとともに、更なる発展のために必要と考えられる施策等について、御意見を伺った。 

【委員の主な意見】 

  新型コロナの影響で子ども達が活躍できる場、行事がなくなっている。遊べるところが少なくなっている。 
新たな知見が得られる中で、これまでの新型コロナ対策には過度なものがあったのではないか。今後対策を講じ
る際には、子ども達への影響ということも考えていくべき。 

  コロナ禍で一番困っているのは、社会的・経済的に弱い方。オンライン相談もしており、できるだけ産前産後の不
安を感じやすい方に安心していただけるように現場の保育士としても対応していきたい。 

  お母さん達は一生懸命に子育てをしているが、自身が受けてきた教育や育った家庭環境と同じものしか子どもに 
返すことができていない。学校に行けば教育が受けられるが、オンライン下では親の考え方ひとつ。親側の環境
を整えることも大切かと思う。 

  こども園を利用する保護者でも横の繋がりができない現状がある。朝から閉園まで子どもを預けて働いている家
庭には時間がない。かつては、隣近所や祖父母が面倒を見ることも多かったと思うが、核家族の中で働きながら  
子育てをする余裕がなくなっているように思う。 

  県内には非正規の方が多く、育休の取得など考えられないし、小規模事業者では休みがとりづらい。      
安心して育児や介護の休暇（休業）が取得でき、職場復帰できる体制を、如何にして整えるか考えるべき。 

（２）令和元年の合計特殊出生率について 

令和元年の合計特殊出生率（概数値）をご報告するとともに、合計出生率の向上に向けて、必要と考えられる施策等に

ついて、御意見を伺った。 

【委員の主な意見】 

  新型コロナウィルス感染症への恐怖・警戒感から出産することも難しくなっているのではないか。 
どのようにして子どもを産み、育てることに前向きになってもらえるか、啓発を含めて対策が必要。 

  経済情勢と合計特殊出生率には関連があるように思う。来年どのような数字が出てくるかと思うと末恐ろしい。 
「老後が心配だから二人目は産まない」と考える方もいらっしゃるので、老後も安心を訴えていくことも必要と思う。 

（３）令和元年度実施の地域少子化対策重点推進交付金事業について 

内閣府が所管する「地域少子化対策重点推進交付金」を活用して実施した、結婚や子育て支援に関する令和元年度

事業の実績や改善策についてご説明し、御意見を伺った。 

（４）子育て王国とっとり会議部会「とっとり自然保育認証審議部会」の委員の指名について 

保育所、幼稚園等における自然保育の取組を推進する「保育所、幼稚園等とっとり自然保育認証制度」による認証の

可否等を審査する「とっとり自然保育認証審議部会」の委員を指名することについて、御意見を伺った。 

  



【参考】子育て王国とっとり会議の概要 

１ 設置根拠 子育て王国とっとり条例第１２条 

２ 設置時期 平成２６年５月２６日 

３ 所掌事務 

（１）子育て王国とっとり条例関係 

① 子育て王国とっとり推進指針の策定に当たり、知事に意見を述べること。 

② 鳥取県子どもの貧困対策推進計画について、知事に意見を述べること。 

③ 子育て王国とっとり条例の施行に関する重要事項について調査審議すること。 

（２）子ども・子育て支援法関係 

① 県が子ども・子育て支援事業支援計画を定め、又は変更しようするときに意見を述べること。 

② 県における子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事項及び当該施策の 

実施状況を調査審議すること。 

４ 委員構成                                                             （敬称略） 

氏 名 分  野 ご所属等 

塩野谷 斉 学識経験者 

 

鳥取大学地域学部教授 

南 潮 鳥取短期大学准教授 

藤吉 航介 公募委員 団体職員 

山本 賢璋 子育て中の方 鳥取県ＰＴＡ協議会評議委員 

古海 修祐 他県から移住された方 株式会社奥大山ドリーム代表取締役 

（元地域おこし協力隊） 

伊木 恭憲 結婚・子育てなど若者のライフプランの形成

支援に取り組まれている方 

（株）そうだんひろば代表取締役 

(ファイナンシャル・プランナー) 

山下 千之 地域で子育て支援に 

取り組まれている方 

児童館関係・子ども

の貧困対策 

倉吉はばたき人権文化センター所長  

大橋 和久 児童福祉 

 

保育所 倉吉東こども園園長 

（鳥取県子ども家庭育み協会会長） 

本城 貴子 母子生活支援施設 米子聖園コスモス施設長 

久野 芳枝 認定こども園 認定こども園ひかりこども園園長 

谷本 弘子 保健・医療 

 

医師（小児科） 谷本こどもクリニック副院長 

岸本 匡史 歯科医 岸本歯科医院医院長 

（鳥取県歯科医師会理事） 

小早川 君子 教育 

 

幼稚園 かもめ幼稚園園長 

松島 綽子 家庭教育 家庭教育アドバイザー 

（鳥取県中部子ども支援センターとっとり代表） 

井上 明 産業 公益社団法人日本青年会議所 

中国地区鳥取ブロック協議会会長 

川﨑 古春 労働 社会保険労務士 

宮本 育代 結婚支援をされている方  NPO 法人むすび代表理事 

浜田 哲弘 市町村 市 鳥取市健康こども部こども家庭課課長補佐 

米塚 美智代 町村 湯梨浜町子育て支援課係長 

※任期：令和４年６月２３日まで 



第４回米子児童相談所施設内虐待事案に係る検証チーム会議結果について 

令和２年９月１４日 

行政監察・法人指導課 

     家 庭 支 援 課      

 

 第４回米子児童相談所施設内虐待事案に係る検証チーム会議を開催しましたので、その結果につい

て報告します。 

                      記 

 

１ 日時 令和２年８月３１日（月）午前１０時から１１時 

 

２ 場所 鳥取県中部総合事務所講堂 

 

３ 結果 検証結果報告書（案）について意見を伺ったところ、文言の修正は事務局（行政監察・法 

人指導課）に一任することで、了承をいただいた。 

 

４ 検証結果報告書の内容 

 

〇 事案発生後の県の対応に関する検討 

令和元年１１月２２日の県議会福祉生活病院常任委員会による調査の際、この事案に触れられる

ことはなく、また、翌年１月１０日に司法上の処分が確定したとの連絡があり、非公表の要請が解

除されたにもかかわらず、公表が同月２７日になったことは不適切である。 

 

〇 再発防止策として実施することが必要な事項 

① 正職員の夜間配置など児童相談所の組織体制等の強化 

  一時保護所の夜間体制について、正職員と非常勤の夜間指導員の２名体制を基本とし、必要 

によっては３名以上の体制もとられているが、不測の事態等に適切に対応するため、更に増や

すことができるようにすべきである。 

  一時保護所で児童に直接かかわる職員は、正職員・非常勤職員を問わず、専門的技術をもっ 

て、職責の重大性を常に意識し、業務に従事することが求められる。このため、職員の専門性と 

意識の向上が図られるよう、人事上の配慮や資質向上のための研修等の対策が必要である。 

  夜間指導員の採用に当たっては、日頃から大学等の教育機関との連携を深め、志の高い学生 

を推薦してもらうなど、ふさわしい者を積極的に獲得する必要がある。また、採用後の研修・指 

導の内容も、テキストやプログラムを更に充実していく必要がある。 

② 子どもの権利擁護の充実 

  子どもが自らの権利を理解し、意にそぐわないことがあった時に、自らの意思を関係者に伝 

えるための「子どもの権利ノート」について、内容を充実するとともに、全職員がその重要性を 

理解し、活用を徹底する必要がある。意見箱についても、意見者の秘密を守りつつ、有効に活用 

できるような管理ルールを定め、子どもに使ってもらえるものに改める必要がある。 

  子どもの意見形成支援・意見表明支援（アドボカシー）について、民間とも連携して、児童相 

談所の組織からは独立した権利擁護の仕組み（鳥取県版アドボカシー制度）を設けることを検 

討すべきである。 

③ 長期にわたる一時保護のケースにおける委託一時保護の活用等 

  一時保護は子どもを不安定な状況に置くもので、必要最小限の期間とすべきであるため、的 

確なアセスメントと関係機関との綿密な調整を行い、早期に子どもの行き先を決定する努力が 

まず必要である。それでも期間が長くなる場合は、所内一時保護から委託一時保護へ早い段階 

で切り替えることも検討が必要である。 

 

 



【参考】検証チーム調査員 

分 野 所  属 氏 名 

弁護士 米子東町法律事務所、子どもの人権広場代表世話人 安田 寿朗 

児童養護施設等関係者 児童養護施設 鳥取こども学園園長 田中 佳代子 

学識経験者(児童福祉) 鳥取短期大学幼児教育保育学科准教授 菅田 理一 

保護者 鳥取県ＰＴＡ協議会 副会長 荒瀧 美由紀 

 



令和２年度第１回鳥取県総合教育会議の開催結果について 

令和２年９月１４日 
総 合 教 育 推 進 課 
教 育 総 務 課 

 

 令和２年度第１回の鳥取県総合教育会議を開催しましたので、その結果を報告します。 
 
１ 日時・場所 

（１）日 時  令和２年９月３日（木） 午後２時から３時まで 

（２）場 所  鳥取県庁 第三応接室等 オンライン会議により実施 
 

２ 出席者 知事、教育委員会（教育長、教育委員）、有識者委員 
  <有識者委員> 

氏名 所属 氏名 所属 

石原 太一 進路指導塾ドリームラーナーズ 代表    福壽 みどり 前 鳥取県PTA協議会会長 

大羽 沢子 
鳥取大学医学附属病院ワークライフバ

ランス支援センター 特任助教 
松本 篤己 

学校法人湯梨浜学園  

湯梨浜学園中学校・高等学校 参事 

坂本  哲 株式会社アクシス 代表取締役 馬渕 牧子 Fitness Ja-んぐる 専属トレーナー 

山下 誉議 英会話イーオン鳥取校 講師  

 

３ 概 要 

（１）意見交換 

    以下ア～イのテーマについて、意見交換を行った。 

ア 新型コロナウイルス（以下「コロナ」という。）感染症に対応した学習機会の確保等について 

＜有識者委員の主な意見＞ 

  ＩＣＴの活用について、不得意としていた教員も少しずつ動き出している。現場で得意な教員を中心にし

っかりと広げていってほしい。 

  ＩＣＴの活用について色々な取組をされており、これから前向きに進んでいくと期待をしている。得意な

教員に「ＩＣＴ推進教員」など、立場を与えることで、クラスの垣根を越えて動きやすくなると思う。 

  家庭で 100％インターネット環境が整っているわけではないので、学校だけではなく公民館や図書館など

少人数で近くに集まれるような場所があり、そこで地域の企業や図書館の職員が対応するなど、地域をし

っかりと巻き込んでいく仕組みがあると良いと思う。教育においてリアルコミュニケーションをとること

は重要なことであり、全てをオンラインでやれば良いということではない。少人数でも良いから密になら

ないような形でコミュニケーションが取れる場所を提供していく仕組みができると良い。 

  ＩＣＴの活用はもちろん大切だが、学校では、オンラインだけでは得ることができない学びがたくさんあ

る。行事の中止、延期があるが、実施できる方向を考えてやってほしい。 

  子ども達が自ら学ぶことを促進するために、子どもの記憶を引き出すツールとして通常授業で使っている

教科書を活用した自学自習の促進を登校可能な時期に進めることを提案する。 

＜教育委員の主な意見＞ 

  教育委員会でも教職員に対する研修に力を入れているため、少しずつ学校の教員の苦手な意識が薄れてい

けばと考える。 

  コロナにより、児童生徒への端末整備等に弾みがついたが地域や家庭での教育格差が生じないよう十分に

配慮しながら実施することが大切。 

  意欲とか、自分で自分の特性を知りながら学習を自分でコントロールしていく自己調整学習能力を対面的

な場面をうまく使いながら向上させることが重要になってくる。対面の環境を前提として、人間性が鍛え

られ、或いは、本質的な学びに向かう学びの場として学校が機能していくことが改めて求められるように

なってきたと思う。 

  学校教育に関して、寮や部活動等細やかなガイドラインが整備された。今回のコロナの経験とそこから得

られる教訓を形として残し、後に活かす、経験を無駄にしないことが大変重要だと思う。 

  人権教育の重要性を改めて痛感した。学校教育の中で何ができるのかということを改めて考えていかなけ

ればならない。そのことがおそらく、不登校問題にも繋がっていくと思う。クラスの中でみんなの優しさ

や安心感のようなものがあるかどうかということが極めて重要で、今までとは違った切り口で人権教育を

考えていかないといけない。 



イ 令和元年度鳥取県の「教育に関する大綱」（第二編）の評価について  

〇指標の達成状況は、80.2％（65/81）と、概ね成果を上げることができた。ただし、課題が残るものも

あり、引き続き改善に向けて取り組む必要がある。 

 【達成できた主な指標】 

  ・教員のＩＣＴ活用指導力の割合 ・コミュニティ・スクールを導入している割合（小中） 

  ・教員の一人当たりの平均時間外業務時間数の削減率（高校） 

  ・学校の授業が分かる児童生徒の割合（小学校：国語、中学校：国語、数学） 

  ・「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」児童生徒の割合（小学校・高校） 

 【主な課題】 

学力・学びの質 
・国語・算数（数学）の平均正答率（小６：国語、算数で全国以下） 

・「家で、自分で計画を立てて勉強している」児童生徒の割合（小中高とも目標値以下） 

教員・生徒の英

語力 

・英検準１級以上等の英語力を有する中学の英語科教員（中：R1=35%、目標値：65%） 

・英検準２級程度以上の英語力を有する生徒（高：R1=42.7％、目標値：50%） 

体力・運動能

力・スポーツ 
・体力・運動能力調査における長座体前屈（小５、中２ともに目標値（全国平均）以下） 

不登校問題  
※H30数値による 

・不登校出現率（小、中、高とも目標値以下） 

 

＜有識者委員の主な意見＞ 

・教員と生徒の英語力向上について、教員も生徒も学年があがるにつれて部活に時間を割かれ、英語に

費やす時間が確保できていないと感じる。英語に割く時間が増えていけば、教員も生徒も使える英語

力を身に付けていけるのではと考える。 

・県立高校の魅力化について、YouTubeなどの映像コンテンツを活用し、今の中学生、高校生の信頼性が高

い通信制の高校がある。生徒達の学校選択、全日制ではなく通信制に行くのはなぜなのか、そういった情

報を追いかけることで、何か参考になるところがあるかもしれない。 

・不登校に対する対策について、心の問題、いじめの問題だけで終わらせてもらいたくはない。起立性調節

障がいなど、学校に行きたくても身体がいうことを聞かないという子どもが不登校になっているというこ

とも考えてほしい。また、学校が行ける場所になるには、本人のみに変わることを要求するのではなく、

クラス全体、学校全体が変わっていかなくてはならない。 

・体力向上について、柔軟性に特化したプログラムをもっと現場で取り入れるべきだし、教員の研修でも取

り入れるべき。ただ、柔軟性の向上だけでは、体力が向上するわけではないので、体力の向上、瞬発力、

平衡性などバランス良く体力を向上させていくことが大切であり、楽しみながら継続していくことが大事

だと思う。 

＜教育委員の主な意見＞ 

・「家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒の割合」が小中高とも目標以下だったことがとても残念だ

った。学びに向かう意欲とか、実践しようとする姿勢を向上させたいと思う。 

・不登校の問題は継続して粘り強く取り組んでいかないといけないことだと考えている。今年度、校内サポ

ート教室を設置し取り組んでいて成果が上がっている。このように多様な学びの場を模索しながら実践し、

「誰一人取り残さない」ということを心に留めながら生徒に寄り添うことが大事である。 

 

 （２）知事総括 

・専門家が１０月以降、次のコロナの波が来ると警告をしているが、その時には、本気でＩＣＴ教育やリモ

ート教育を実施していかなければならない。ぜひこのネットワークを活かして子どもたちの教育に支障が

ないようにしていきたい。 



 

 

 
令和元年度鳥取県の「教育に関する大綱」（第二編）の評価について 

 
 
１．令和元年度大綱に掲げる指標の達成状況等 
○指標の達成状況は、80.2%（65/81）と、概ね成果を上げることができた。ただし、課題が

残るものもあり、引き続き改善に向けて取り組む必要がある。 
 
＜達成できた主な指標＞ 

・教員のＩＣＴ活用指導力の割合 
・コミュニティ・スクールを導入している割合（小中） 
・「いじめが解消しているもの」の割合 
・生活保護世帯の子どもの卒業後の進路決定率（中高） 
・教員一人当たり平均時間外業務時間数の削減率（高） 
・県立高校での消費者教育の実施 
・特別支援学校高等部（専攻科含む）卒業生の就職率（就職希望者に対する割合） 
・特別支援学校高等部（専攻科含む）卒業生の（１年後）職場定着率 
・文化・芸術、スポーツ等の分野で、全国で活躍する児童生徒数（全国3位以上） 
・学校の授業が分かる児童生徒の割合（小：国語、中：国語・数学） 
・「身に付けた知識・技能や経験を、生活の中で活用できないか考える」児童生徒の割合（小） 
・「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」児童生徒の割合（小高） 

 
２．主な課題 
○学力・学びの質（全国学力・学習状況調査等） 
 ・国語・算数（数学）の学力状況 
  平均正答率（小６：国語、算数で全国以下） 
  最上位層の割合（小６：国語、算数、中３：国語で全国以下） 
  最下位層の割合（小６：国語、算数、中３：数学で全国以上） 
 ・「家で、自分で計画を立てて勉強している」児童生徒の割合（小中高ともに目標値以下） 

 ＜今後の取組＞  
⇒学力向上に向けた中長期的な方向性と具体的な方策を示した「鳥取県学力向上推進

プラン」（令和元年度策定）に基づき、全県で取組を推進する。 
⇒児童生徒一人一人の学力の伸びを測ることができる県独自の「とっとり学力・学習

状況調査」を実施することにより、教育施策の成果と課題を検証するとともに、学
校における学習指導の充実や授業改善を推進する。 

 ⇒算数の学力向上に係る指導主事小学校訪問を実施（年２回）し、授業改善の実践・
徹底を図る。 

 ⇒エキスパート教員による授業動画や各種研修資料等を掲載できる「学校教育支援サ
イト」の充実を図るとともに、習熟度別の問題作成等が可能な「中学校数学問題デ
ータベース」を導入し、教員の指導力向上及び授業改善を推進する。 

 ⇒全国学力・学習状況調査の結果から見えてきた地域毎の課題の解決に向けた取組を
全県展開する。 
・家庭学習の質の向上の推進【東部】 
・小学校の国語・算数の活用力向上に向けた授業改善【中部】 
・単元到達度評価問題を活用した授業改善及び若手教員育成【西部】 

 ⇒ＩＣＴ機器やネットワーク環境の整備、学習ソフト等の活用により、個に応じた多
様な学習を推進するとともに、教員のＩＣＴ活用指導力を向上を図るため、各校に
配置する情報化推進リーダー研修を悉皆で行うなど教員研修を充実させる。 

 
○教員・生徒の英語力 
 ・英検準１級以上等の英語力を有する中学の英語科教員（中：R1=35.0%、目標値：65％） 
 ・英検準２級程度以上の英語力を有する生徒（高：R1=42.7%、目標値：50％） 

 ＜今後の取組＞  
 ⇒鳥取県の目指す義務教育段階の英語教育について、「小学校及び中学校７年間の英

語教育プラン」を作成するなど、小・中・高の一貫した学びにつながる指導や評価
の在り方をを示す。 

⇒進学を希望する高校２年生を対象とした英語４技能型外部試験や県内全中学２年生
を対象にした外部試験（英検IBA）を引き続き実施し、生徒の英語力を検証するとと
もに、生徒の現状や課題に応じて力を伸ばす指導法を確立させ、全県で共有する。 

 ⇒指導主事が学校訪問を行い、個に応じた実践的な指導改善を支援するとともに、エ
キスパート教員等の授業公開を通して、指導の技術や教員の英語力の向上を図る。 

資料 



 

 

 
○地域や社会で起こっている問題等への関心や地域行事への参加 
 ・地域の行事に参加している児童生徒（小６、高２ともに目標値以下） 

・児童生徒に対し、前年度に教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている問題や出来事
を学習の題材として取り扱った学校の割合(小６、中３ともに目標値以下)  

＜今後の取組＞  
 ⇒高等学校卒業時の生徒の姿を見据えた小学校から高等学校までの継続性のある「ふ

るさとキャリア教育」を推進するため、キャリア・パスポートの有効活用やモデル
事業を実施し、校種間で系統的な学びができるよう教職員への意識づけを強化する。 

 ⇒学校・家庭・地域の連携・協働体制を確立するため、コミュニティ・スクールの導
入促進や地域学校協働活動との一体的な取組を推進する。 

 
○体力・運動能力・スポーツ 
 ・体力・運動能力調査における上位層の割合（小５、中２ともに目標値以下） 
 ・体力・運動能力調査における長座体前屈（小５、中２ともに目標値(全国平均)以下） 
 ・体育の授業を除く１日の運動時間が１時間以上の児童の割合（小５：目標値以下） 

 ＜今後の取組＞  
 ⇒柔軟性向上エクササイズ「ワンミニッツ・エクササイズ」の活用や、学校内での柔

軟性向上につながる具体的な事例などを情報発信する。 
 ⇒体育及び保健体育学習等への指導助言、学校体育講習会や教育課程研究集会への体
  育主任以外の教員の参加を促進することで、教員の指導力向上や授業の質の向上を
  図る。 
 ⇒「遊びの王様ランキング」の協議項目を増やすとともに、「トップアスリート派遣

事業」の活用を促すこと等を通じて子どもの運動・スポーツへの意欲・関心の高揚、
運動習慣の定着、体力向上等につなげる。 

 
○不登校問題 ※H30数値による 

 ・不登校出現率（小、中、高とも目標値以下） 
 ・高校非卒業率（目標値以下） 

＜今後の取組＞  
 ⇒不登校の要因の一つである不安への対処法について、スクールカウンセラーによる

児童生徒への心理教育を実施する。 
 ⇒県内３中学校に試行的に「校内サポート教室」を開設するとともに、いじめ・不登

校総合対策センター内に保護者向け専用の「不登校相談電話」を開設する。 
 ⇒「不登校支援ガイドブック（仮称）」を作成し、要因・背景の見立てや児童生徒理

解に基づいた適切な早期支援の重要性について周知するとともに、学校訪問や研修
会を通じてスクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー等の専門家や関
係機関と連携した学校組織体制づくりを強化する。 

 ⇒不登校児童生徒の学習機会を確保するため、ＩＣＴ等を活用した自宅学習支援を拡
充する。 
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招

聘
し

、
各

学
年

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
講

義
、

演
習

等
を

実
施

し
た

。
　

・
卒

業
生

等
が

働
く
企

業
に

出
向

き
、

職
業

観
・
勤

労
観

や
生

き
方

あ
り

方
を

学
ぶ

機
会

を
設

け
る

取
組

を
支

援
し

た
。

1
0
0
%

〇
進

路
決

定
率

１
０

０
％

を
達

成
で

き
て

い
な

い
　

・
新

規
企

業
の

開
拓

が
必

要
　

・
不

登
校

傾
向

に
あ

る
生

徒
等

へ
の

支
援

が
必

要

〇
鳥

取
県

版
キ

ャ
リ

ア
教

育
推

進
事

業
の

継
続

及
び

拡
充

（
新

規
企

業
の

学
校

へ
の

紹
介

）
。

〇
不

登
校

傾
向

に
あ

る
生

徒
等

へ
の

支
援

を
行

う
よ

う
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
活

用
を

促
す

。

県
内

高
卒

者
の

大
学

進
学

率
4
5
.4

%
1
0
0
.9

%
A

〇
各

校
が

自
校

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
講

師
を

招
へ

い
し

研
修

会
を

実
施

し
た

り
、

先
進

校
視

察
を

行
っ

た
り

し
な

が
ら

、
教

員
の

授
業

力
向

上
や

進
路

指
導

力
の

向
上

を
図

っ
た

。

4
5
.0

%

〇
生

徒
が

明
確

に
進

路
目

標
を

持
ち

、
主

体
的

に
学

習
す

る
た

め
の

手
立

て
が

必
要

で
あ

る
。

〇
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

事
業

を
引

き
続

き
企

画
し

、
支

援
す

る
。

〇
生

徒
同

士
が

切
磋

琢
磨

し
な

が
ら

、
進

路
実

現
に

向
け

て
学

習
意

欲
を

高
め

、
学

力
の

向
上

を
図

る
事

業
を

、
引

き
続

き
実

施
す

る
。

難
関

国
立

大
学

の
合

格
者

数
（
※

１
）

1
1
1
人

9
2
.5

%
B

〇
３

校
合

同
難

関
大

学
対

策
講

座
に

よ
り

、
県

内
３

地
区

を
リ

ー
ド

す
る

進
学

校
の

生
徒

た
ち

が
切

磋
琢

磨
し

な
が

ら
学

ん
だ

。

1
2
0
人

〇
生

徒
の

目
標

を
か

な
え

る
た

め
の

教
科

指
導

力
や

進
路

指
導

力
が

教
員

に
不

足
し

て
い

る
。

〇
学

校
の

枠
を

超
え

た
連

携
を

深
め

、
教

員
同

士
が

協
働

し
て

教
科

指
導

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
事

業
を

、
引

き
続

き
実

施
す

る
。

１
　

学
ぶ

意
欲

を
高

め
る

学
校

教
育

の
推

進 ～
全

国
に

誇
れ

る
学

力
を

目
指

す
学

び
の

質
の

向
上

～

＜
指

標
＞

　
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
い

て
、

各
教

科
ご

と
の

県
平

均
が

全
国

平
均

を
上

回
る

と
と

も
に

、
「
別

紙
」

に
定

め
る

学
力

向
上

指
標

に
お

い
て

前
年

度
を

上
回

る
。

＜
R

1
実

績
等

＞

　
「
別

紙
」

の
と

お
り

1
0
0
%

4
5
.0

%

1
2
0
人

全
て

の
高

校
で

7
0
%
を

上
回

る

令
和

元
年

度
｢鳥

取
県

の
教

育
に

関
す

る
大

綱
（

第
二

編
）

｣の
評

価

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

6
5
%

3
5
.0

%
5
3
.8

%
Ｃ

6
5
%

9
7
%

9
2
.7

%
9
5
.6

%
B

9
7
%

英
検

準
２

級
程

度
以

上
の

英
語

力
を

有
す

る
高

校
生

の
割

合
4
2
.7

%
8
5
.4

%
B

〇
指

導
と

評
価

の
一

体
化

に
関

す
る

研
修

会
を

開
催

し
た

。
○

C
A

N
-
D

O
リ

ス
ト

の
形

で
の

学
習

到
達

目
標

の
達

成
状

況
を

把
握

し
，

実
態

に
応

じ
た

恒
常

的
な

指
導

改
善

の
促

進
を

図
っ

た
。

〇
「
生

徒
の

英
語

力
向

上
事

業
」
を

新
規

に
導

入
し

（
対

象
：
大

学
進

学
を

希
望

す
る

県
内

公
立

高
校

２
年

生
）
，

外
部

試
験

結
果

等
の

活
用

も
含

め
た

生
徒

の
英

語
学

習
へ

の
さ

ら
な

る
動

機
づ

け
を

図
っ

た
。

5
0
%

○
特

に
「
話

す
こ

と
」
「
書

く
こ

と
」
の

２
技

能
を

強
化

・
伸

長
す

る
指

導
実

践
の

普
及

が
必

要
。

○
専

門
学

科
・
総

合
学

科
に

お
け

る
指

導
改

善
が

必
要

。

〇
「
外

部
試

験
を

活
用

し
た

高
校

生
の

英
語

力
向

上
事

業
」
（
旧

称
：
生

徒
の

英
語

力
向

上
事

業
）
の

継
続

○
英

語
教

育
重

点
校

等
に

お
け

る
効

果
的

な
指

導
事

例
の

普
及

教
員

の
ＩＣ

Ｔ
活

用
指

導
力

の
割

合

(H
3
0
)

県
：
7
1
.6

％
国

：
7
0
.2

％
1
0
2
.0

%
Ａ

○
教

員
の

IC
T
活

用
指

導
力

を
高

め
る

た
め

に
各

種
研

修
を

実
施

し
た

。
・
研

修
で

は
基

礎
的

活
用

の
内

容
を

中
心

に
行

い
、

底
上

げ
を

図
っ

た
。

・
情

報
活

用
能

力
育

成
の

研
修

で
は

、
授

業
設

計
力

に
つ

な
が

る
内

容
で

評
価

が
非

常
に

高
か

っ
た

。
・
学

校
に

出
向

き
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
の

内
容

に
係

る
講

座
を

２
２

回
実

施
で

き
た

。
・
県

内
自

治
体

向
け

ＩＣ
Ｔ

活
用

教
育

出
前

研
修

は
合

計
１

１
回

実
施

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
対

象
校

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

研
修

を
行

っ
た

。
全

国
平

均
を

上
回

る

○
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

構
想

の
前

倒
し

、
コ

ロ
ナ

対
応

に
係

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

な
ど

、
IC

T
を

活
用

し
た

授
業

に
つ

い
て

の
切

実
感

が
高

ま
っ

て
い

る
。

教
員

全
員

の
活

用
力

ア
ッ

プ
に

向
け

て
、

基
礎

的
な

ス
キ

ル
研

修
と

授
業

の
本

質
に

迫
る

活
用

研
修

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
に

分
け

た
研

修
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

○
情

報
化

推
進

リ
ー

ダ
ー

研
修

を
悉

皆
で

行
い

、
県

の
方

針
や

各
校

の
工

夫
の

共
有

な
ど

を
行

う
。

〇
教

育
セ

ン
タ

ー
の

研
修

内
で

多
様

な
IC

T
活

用
ス

タ
イ

ル
を

意
図

的
に

設
定

す
る

。
〇

基
礎

的
な

ス
キ

ル
研

修
と

さ
ら

に
活

用
を

高
め

る
研

修
な

ど
、

レ
ベ

ル
に

分
け

て
臨

時
的

な
研

修
を

設
定

し
、

実
施

す
る

。
○

学
校

支
援

サ
イ

ト
に

活
用

事
例

を
掲

載
す

る
な

ど
し

て
、

学
校

の
参

考
に

な
る

情
報

を
充

実
さ

せ
る

。

１
　

学
ぶ

意
欲

を
高

め
る

学
校

教
育

の
推

進 ～
全

国
に

誇
れ

る
学

力
を

目
指

す
学

び
の

質
の

向
上

～ （
つ

づ
き

）

全
国

平
均

を
上

回
る

〇
公

立
学

校
教

員
採

用
候

補
者

試
験

に
お

け
る

加
点

制
度

を
継

続
す

る
。

〇
（
中

学
校

）
「
英

語
力

向
上

事
業

」
を

継
続

す
る

と
と

も
に

，
指

導
主

事
を

学
校

に
派

遣
し

，
課

題
に

個
別

に
応

じ
た

実
践

的
な

指
導

改
善

を
支

援
す

る
。

ま
た

，
エ

キ
ス

パ
ー

ト
教

員
等

の
授

業
公

開
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

促
す

こ
と

で
，

指
導

技
術

及
び

英
語

力
の

向
上

を
図

る
。

〇
（
高

等
学

校
）

「
外

部
試

験
を

活
用

し
た

高
校

生
英

語
力

向
上

事
業

」
を

継
続

す
る

と
と

も
に

，
課

題
解

決
の

た
め

の
指

導
方

法
等

も
含

め
，

外
部

試
験

団
体

専
任

に
よ

る
教

員
対

象
の

分
析

報
告

会
を

行
う

等
，

本
事

業
を

生
か

し
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

手
厚

く
行

う
。

高

5
0
%

中

〇
令

和
元

年
度

公
立

学
校

教
員

採
用

候
補

者
試

験
に

お
い

て
，

英
語

に
関

す
る

有
資

格
者

へ
の

加
点

制
度

を
拡

充
。

英
検

準
１

級
以

上
等

の
英

語
力

を
持

つ
者

の
採

用
増

を
目

指
し

た
。

〇
「
生

徒
の

英
語

力
向

上
事

業
」
を

新
規

に
導

入
し

（
対

象
：
県

内
中

学
２

年
生

並
び

に
大

学
進

学
を

希
望

す
る

県
内

公
立

高
校

２
年

生
）
，

当
該

生
徒

が
受

験
す

る
外

部
試

験
結

果
等

を
活

用
し

た
授

業
改

善
を

支
援

し
た

。

〇
教

員
の

英
語

力
向

上
（
中

学
校

）
新

学
習

指
導

要
領

で
「
授

業
は

英
語

で
行

う
こ

と
を

基
本

と
す

る
」
こ

と
が

新
た

に
規

定
さ

れ
，

授
業

中
の

言
語

活
動

も
高

度
化

さ
れ

る
。

〇
教

員
の

指
導

力
向

上
（
中

学
校

，
高

等
学

校
）

指
導

内
容

に
関

す
る

小
中

連
携

及
び

中
高

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
，

新
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

を
踏

ま
え

た
実

践
的

な
指

導
改

善
が

必
要

で
あ

る
。

英
検

準
１

級
以

上
等

の
英

語
力

を
有

す
る

英
語

科
教

員
の

割
合

（
※

２
）



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
を

導
入

し
て

い
る

学
校

の
割

合
（
小

中
学

校
）

5
4
.0

%
1
0
8
.0

%
Ａ

○
県

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
推

進
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
全

て
の

公
立

学
校

へ
の

導
入

検
討

を
実

施
。

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
推

進
研

修
会

兼
地

域
学

校
協

働
活

動
研

修
会

を
実

施
。

○
未

導
入

市
町

村
の

う
ち

、
導

入
に

向
け

て
未

検
討

の
市

町
村

教
育

長
に

対
し

て
、

導
入

の
課

題
等

の
聞

き
取

り
を

実
施

。
○

導
入

を
検

討
中

の
市

町
村

に
対

し
て

、
導

入
に

向
け

た
支

援
を

実
施

。

5
0
%

○
未

導
入

市
町

村
の

課
題

解
決

〇
未

導
入

市
町

村
、

学
校

の
意

識
改

革
○

導
入

に
向

け
て

未
検

討
市

町
村

へ
の

個
別

訪
問

に
よ

る
支

援
○

研
修

会
等

の
実

施
に

よ
る

制
度

周
知

〇
先

進
地

事
例

の
提

示

３
　

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
で

き
る

教
育

環
境

の
充

実
～

時
代

の
変

化
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
に

学
べ

る
教

育
環

境
づ

く
り

～

「
い

じ
め

が
解

消
し

て
い

る
も

の
」
の

割
合

（
H

3
0
）

県
：
9
5
.4

％
1
0
0
.4

%
Ａ

〇
い

じ
め

の
重

大
事

態
か

ら
学

ぶ
「
い

じ
め

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

作
成

し
、

市
町

村
教

育
委

員
会

や
学

校
へ

周
知

し
た

。
〇

行
政

説
明

会
を

開
催

し
、

い
じ

め
の

積
極

的
認

知
や

法
に

基
づ

い
て

の
組

織
対

応
、

重
大

事
態

へ
の

対
応

等
に

つ
い

て
市

町
村

教
育

委
員

会
や

学
校

へ
の

周
知

を
図

っ
た

。
〇

い
じ

め
を

早
期

に
把

握
す

る
た

め
の

S
N

S
を

活
用

し
た

い
じ

め
の

通
報

シ
ス

テ
ム

を
県

立
高

等
学

校
に

も
導

入
し

た
。

9
5
%

〇
い

じ
め

問
題

へ
の

対
応

を
行

う
た

め
に

、
全

て
の

学
校

が
重

大
事

態
の

事
案

か
ら

学
び

、
早

期
発

見
・
早

期
対

応
の

さ
ら

な
る

充
実

が
必

要
。

○
児

童
生

徒
か

ら
の

い
じ

め
に

係
る

相
談

等
を

受
け

止
め

る
体

制
の

充
実

が
必

要
。

〇
い

じ
め

を
早

期
に

発
見

し
初

期
の

段
階

で
対

応
す

る
た

め
、

学
校

に
い

じ
め

の
情

報
を

集
約

す
る

担
当

が
置

か
れ

て
い

る
が

、
機

能
的

な
組

織
対

応
に

つ
い

て
さ

ら
な

る
充

実
が

必
要

。

〇
い

じ
め

の
重

大
事

態
か

ら
学

ぶ
「
い

じ
め

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

教
職

員
研

修
等

で
周

知
す

る
。

〇
S
N

S
に

よ
る

い
じ

め
の

通
報

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
活

用
す

る
。

〇
市

町
村

教
育

委
員

会
や

各
課

、
各

教
育

局
と

連
携

し
、

い
じ

め
の

組
織

対
応

の
状

況
に

つ
い

て
把

握
し

、
必

要
な

研
修

等
を

行
う

。

3
7
%

２
　

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
」
を

支
え

る
「
人

財
」
の

育
成

～
郷

土
へ

の
愛

着
と

誇
り

を
醸

成
す

る
ふ

る
さ

と
教

育
の

推
進

～

○
産

学
官

に
よ

る
「
鳥

取
県

学
生

等
県

内
就

職
強

化
本

部
」
を

設
置

し
、

相
互

連
携

・
協

力
に

よ
る

学
生

等
の

県
内

就
職

強
化

を
図

っ
た

。
○

学
生

に
届

く
情

報
発

信
ツ

ー
ル

と
し

て
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
を

制
作

し
、

就
職

関
連

情
報

や
暮

ら
し

に
役

立
つ

情
報

を
配

信
す

る
と

と
も

に
、

高
等

学
校

卒
業

生
等

を
対

象
に

登
録

促
進

を
行

っ
た

。
○

中
学

・
高

校
の

教
員

等
を

対
象

と
し

た
企

業
見

学
会

の
実

施
や

普
通

科
系

高
校

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

支
援

し
た

。
○

協
定

締
結

大
学

等
を

中
心

に
、

就
活

サ
ポ

ー
タ

ー
（
県

内
の

若
手

社
員

に
委

嘱
）
と

学
生

の
交

流
会

を
開

催
し

た
。

○
県

内
大

学
・
高

専
、

県
外

大
学

・
専

門
学

校
に

お
い

て
県

内
企

業
説

明
会

や
県

内
企

業
見

学
会

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
学

生
や

保
護

者
向

け
に

就
職

セ
ミ

ナ
ー

や
企

業
紹

介
フ

ェ
ア

を
開

催
し

た
。

○
「
学

生
記

者
」
に

よ
る

県
内

企
業

の
取

材
と

記
事

作
成

に
よ

る
情

報
発

信
や

、
県

内
企

業
に

係
る

情
報

誌
を

発
行

し
た

。
○

鳥
取

県
の

就
活

サ
イ

ト
「
と

っ
と

り
就

活
ナ

ビ
」
や

大
手

就
活

サ
イ

ト
へ

の
鳥

取
県

特
設

サ
イ

ト
を

開
設

し
、

県
内

企
業

情
報

や
就

職
情

報
等

を
発

信
し

た
。

○
中

小
企

業
の

大
手

就
活

サ
イ

ト
を

活
用

し
た

求
人

情
報

発
信

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

中
小

企
業

の
採

用
力

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

個
別

コ
ン

サ
ル

を
実

施
し

た
。

○
産

学
官

連
携

に
よ

る
と

っ
と

り
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
、

就
業

体
験

を
通

し
て

県
内

企
業

や
県

内
で

働
く
魅

力
を

発
信

し
た

。
〇

県
内

企
業

を
紹

介
す

る
小

学
５

年
生

向
け

の
副

教
材

を
作

成
・
配

布
す

る
と

と
も

に
小

学
校

に
お

い
て

地
元

企
業

説
明

会
を

実
施

し
た

。
〇

学
生

や
保

護
者

向
け

に
、

地
元

紙
で

県
内

企
業

・
社

員
の

紹
介

や
就

職
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。

○
県

内
高

校
の

保
護

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
と

、
「
子

ど
も

に
将

来
鳥

取
県

に
就

職
し

て
も

ら
い

た
い

」
と

い
う

割
合

は
4
5
％

に
留

ま
っ

て
お

り
、

保
護

者
を

含
め

た
県

民
の

意
識

を
変

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
○

ア
プ

リ
登

録
促

進
等

を
通

じ
て

学
生

へ
の

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
〇

高
校

卒
業

時
の

ふ
る

さ
と

鳥
取

ア
プ

リ
「
と

り
ふ

る
」
の

登
録

推
進

。
〇

大
学

進
学

者
に

県
内

企
業

の
情

報
等

が
十

分
に

伝
わ

っ
て

い
な

い
。

〇
県

外
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
参

加
促

進
。

〇
就

活
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

周
知

及
び

参
加

促
進

。

○
県

高
等

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

と
連

携
し

、
県

内
で

働
く
こ

と
、

暮
ら

す
こ

と
の

魅
力

を
保

護
者

に
知

っ
て

も
ら

う
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

を
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
の

総
会

や
研

修
会

に
あ

わ
せ

て
実

施
す

る
（
教

育
委

員
会

と
共

催
）
。

○
ア

プ
リ

の
登

録
促

進
、

魅
力

的
な

コ
ン

テ
ン

ツ
の

掘
り

起
こ

し
及

び
ア

プ
リ

を
通

じ
た

情
報

発
信

を
重

点
的

に
行

い
、

ア
プ

リ
の

利
用

拡
大

及
び

利
用

者
の

定
着

に
つ

な
げ

る
。

○
産

学
官

に
よ

る
「
鳥

取
県

学
生

等
県

内
就

職
強

化
本

部
」
等

を
通

じ
た

学
生

等
の

県
内

就
職

強
化

を
図

る
。

〇
ふ

る
さ

と
鳥

取
県

定
住

機
構

と
相

互
連

携
・
協

力
し

て
、

ア
プ

リ
登

録
の

促
進

活
動

等
を

行
う

。
〇

普
通

科
系

高
校

を
中

心
に

地
元

企
業

で
活

躍
し

て
い

る
方

を
招

き
講

演
会

や
企

業
見

学
会

の
実

施
、

教
員

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

を
対

象
に

企
業

見
学

会
を

実
施

す
る

。
〇

協
定

締
結

大
学

を
中

心
に

、
県

外
本

部
・
ふ

る
さ

と
鳥

取
県

定
住

機
構

と
連

携
し

て
就

職
情

報
や

県
内

就
職

等
の

魅
力

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
大

学
と

県
内

企
業

の
情

報
交

換
会

を
開

催
す

る
。

〇
大

手
就

活
サ

イ
ト

内
の

特
設

サ
イ

ト
の

開
設

や
動

画
配

信
に

よ
り

県
内

企
業

や
鳥

取
県

の
魅

力
を

伝
え

る
と

と
も

に
、

県
に

ゆ
か

り
の

あ
る

学
生

に
と

り
ナ

ビ
や

と
っ

と
り

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

ﾟ等
の

情
報

を
配

信
す

る
。

〇
県

内
中

小
企

業
の

魅
力

や
採

用
力

の
向

上
を

支
援

す
る

。

Ｃ
8
1
.9

%
3
7
%

（
H

3
1
.3

卒
）

3
0
.3

%

9
5
%

5
0
%

県
外

大
学

進
学

者
の

県
内

就
職

率
（
県

出
身

者
が

多
い

大
学

）



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

0
.4

%
（
H

3
0
）

0
.7

8
%

5
1
.3

%
Ｃ

0
.4

%

2
.5

%
（
H

3
0
）

3
.2

9
%

7
6
.0

%
Ｃ

2
.5

%

1
.2

%
（
H

3
0
）

1
.7

6
%

6
8
.2

%
Ｃ

1
.2

%

高
校

非
卒

業
率

（
H

3
0
)

県
：
8
.0

%
国

：
6
.0

%
7
5
.0

%
Ｃ

〇
全

県
立

高
等

学
校

に
お

い
て

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（
教

育
相

談
員

を
含

む
）
に

よ
る

教
育

相
談

活
動

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
定

時
制

・
通

信
制

課
程

に
お

い
て

も
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

配
置

し
た

。
併

せ
て

県
立

高
等

学
校

へ
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
５

名
配

置
し

た
（
５

校
に

拠
点

校
方

式
）
。

〇
全

県
立

高
等

学
校

に
お

い
て

、
h
yp

e
r－

Q
U

を
実

施
し

、
不

登
校

、
中

途
退

学
及

び
い

じ
め

防
止

に
つ

な
げ

る
よ

う
活

用
し

た
。

〇
「
定

通
教

育
充

実
事

業
」
と

し
て

、
定

時
制

・
通

信
制

課
程

に
在

籍
す

る
生

徒
に

対
し

て
、

集
団

生
活

体
験

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

、
生

活
体

験
及

び
社

会
体

験
活

動
の

充
実

、
基

礎
学

力
の

充
実

を
図

る
取

組
を

行
え

る
よ

う
支

援
し

た
。

全
国

平
均

を
下

回
る

〇
高

校
入

学
当

初
の

新
し

い
環

境
に

適
応

で
き

る
よ

う
に

、
学

習
面

や
生

活
面

に
対

す
る

丁
寧

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

〇
高

校
入

学
前

か
ら

不
登

校
傾

向
に

あ
っ

た
生

徒
へ

の
支

援
方

法
が

確
立

さ
れ

て
お

ら
ず

、
入

学
後

も
不

登
校

傾
向

が
継

続
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
支

援
体

制
の

充
実

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

〇
継

続
し

て
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
配

置
と

適
切

な
活

用
に

努
め

る
。

〇
「
定

通
教

育
充

実
事

業
」
を

引
き

続
き

実
施

し
、

生
徒

支
援

を
行

う
。

〇
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

県
内

全
中

学
校

に
配

置
し

校
区

の
小

学
校

へ
も

対
応

し
た

。
ま

た
、

全
県

立
高

等
学

校
（
定

時
制

・
通

信
制

課
程

も
含

む
）
に

お
い

て
も

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（
教

育
相

談
員

を
含

む
）

に
よ

る
教

育
相

談
活

動
を

実
施

し
た

。
併

せ
て

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

を
行

っ
た

。
〇

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

へ
の

間
接

補
助

及
び

県
立

高
等

学
校

（
５

校
）
へ

配
置

し
、

活
用

充
実

の
た

め
の

研
修

を
行

っ
た

。
ま

た
、

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
市

町
村

や
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

へ
の

助
言

を
行

い
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

有
効

な
活

用
を

図
っ

た
。

〇
全

県
立

高
等

学
校

に
お

い
て

h
yp

e
r-

Q
U

を
実

施
し

、
不

登
校

や
中

途
退

学
、

い
じ

め
の

防
止

等
に

つ
な

げ
る

よ
う

活
用

し
た

。
〇

「
定

通
教

育
充

実
事

業
」
と

し
て

、
県

立
高

等
学

校
定

時
制

・
通

信
制

課
程

に
在

籍
す

る
生

徒
に

対
し

て
、

集
団

生
活

体
験

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

、
生

活
体

験
及

び
社

会
体

験
活

動
の

充
実

、
基

礎
学

力
の

充
実

を
図

る
取

組
を

行
え

る
よ

う
支

援
し

た
。

〇
高

等
学

校
等

に
お

け
る

不
登

校
・
ひ

き
こ

も
り

等
の

生
徒

を
支

援
す

る
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
ペ

ー
ス

を
運

営
し

、
学

校
復

帰
や

社
会

的
自

立
に

向
け

た
支

援
を

行
っ

た
。

○
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

を
使

い
、

自
宅

学
習

支
援

員
に

よ
る

き
め

細
か

な
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

ＩＣ
Ｔ

等
を

活
用

し
た

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
自

宅
学

習
支

援
を

行
っ

た
。

※
h
yp

e
r-

Q
U

:学
校

生
活

に
対

す
る

学
生

の
満

足
感

や
充

実
感

な
ど

を
紙

媒
体

の
質

問
紙

で
測

定
で

き
る

心
理

ア
ン

ケ
ー

ト
の

こ
と

。

３
　

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
で

き
る

教
育

環
境

の
充

実
～

時
代

の
変

化
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
に

学
べ

る
教

育
環

境
づ

く
り

～ （
つ

づ
き

）

不
登

校
の

出
現

率

中

〇
小

学
校

に
お

け
る

不
登

校
児

童
数

の
増

加
、

中
学

校
の

不
登

校
出

現
率

の
高

止
ま

り
の

実
態

が
あ

り
、

新
た

な
不

登
校

を
増

や
さ

な
い

未
然

防
止

の
取

組
が

必
要

。
〇

不
登

校
の

要
因

・
背

景
が

複
雑

化
、

多
様

化
し

て
い

る
状

況
の

中
、

学
校

が
教

育
相

談
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中
心

と
し

た
教

育
相

談
体

制
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

取
組

が
必

要
。

○
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
等

の
専

門
家

や
関

係
機

関
と

連
携

し
て

家
庭

・
保

護
者

支
援

を
進

め
る

と
と

も
に

、
保

護
者

の
不

登
校

に
係

る
相

談
を

受
け

止
め

る
体

制
を

整
え

る
こ

と
が

必
要

。
〇

高
等

学
校

入
学

当
初

の
新

し
い

環
境

に
適

応
で

き
る

よ
う

に
、

学
習

面
や

生
活

面
に

対
す

る
丁

寧
な

支
援

が
必

要
。

〇
学

校
種

が
変

わ
る

前
か

ら
不

登
校

傾
向

に
あ

っ
た

児
童

生
徒

の
入

学
が

増
加

し
、

入
学

後
も

不
登

校
傾

向
が

継
続

し
て

い
る

。
今

後
も

引
き

続
き

支
援

体
制

の
充

実
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
○

休
み

が
ち

で
あ

っ
た

中
学

校
卒

業
を

迎
え

る
生

徒
（
保

護
者

）
に

対
し

て
、

高
等

学
校

等
へ

の
進

学
後

の
相

談
窓

口
と

し
て

、
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

の
更

な
る

周
知

が
必

要
。

○
小

中
学

生
へ

の
ＩＣ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
自

宅
学

習
支

援
に

つ
い

て
、

市
町

村
教

育
委

員
会

の
取

組
へ

と
広

げ
て

い
く
こ

と
が

必
要

。
○

教
室

で
の

学
習

や
集

団
で

の
生

活
等

が
困

難
と

な
っ

た
不

登
校

（
傾

向
）
生

徒
を

校
内

で
支

援
す

る
取

組
の

充
実

が
必

要
。

○
鳥

取
県

の
不

登
校

児
童

生
徒

支
援

の
考

え
方

等
を

学
校

等
へ

周
知

し
、

学
校

等
に

お
け

る
支

援
を

よ
り

充
実

す
る

こ
と

が
必

要
。

〇
新

た
な

不
登

校
を

増
や

さ
な

い
た

め
に

魅
力

あ
る

学
校

づ
く
り

を
進

め
る

な
ど

、
不

登
校

の
未

然
防

止
に

つ
な

げ
る

。
〇

不
登

校
の

要
因

の
一

つ
で

あ
る

不
安

へ
の

対
処

法
に

つ
い

て
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
児

童
生

徒
へ

の
心

理
教

育
を

実
施

す
る

。
○

い
じ

め
・
不

登
校

総
合

対
策

セ
ン

タ
ー

内
に

「
教

職
員

向
け

不
登

校
相

談
電

話
」
を

開
設

す
る

。
〇

学
校

の
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
機

能
の

向
上

、
相

談
・
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
た

め
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

育
成

や
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
を

行
う

。
○

い
じ

め
・
不

登
校

総
合

対
策

セ
ン

タ
ー

内
に

「
保

護
者

向
け

不
登

校
相

談
電

話
」
を

開
設

す
る

。
〇

ハ
ー

ト
フ

ル
ス

ペ
ー

ス
に

つ
い

て
の

中
学

校
長

会
等

へ
の

周
知

活
動

の
充

実
を

図
る

。
○

小
中

学
生

へ
の

ＩＣ
Ｔ

等
を

活
用

し
た

自
宅

学
習

支
援

に
つ

い
て

、
小

中
学

校
課

が
実

施
す

る
「
臨

時
休

業
中

に
お

け
る

家
庭

学
習

支
援

事
業

」
を

活
用

し
た

不
登

校
児

童
生

徒
支

援
の

在
り

方
を

市
町

村
教

育
委

員
会

と
検

討
す

る
。

○
県

内
３

中
学

校
に

、
試

行
的

に
「
校

内
サ

ポ
ー

ト
教

室
」
を

開
設

す
る

。
○

「
鳥

取
県

版
不

登
校

児
童

生
徒

支
援

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

（
仮

称
）
」
を

策
定

す
る

。

小 高

全
国

平
均

を
下

回
る



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

３
　

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
で

き
る

教
育

環
境

の
充

実
～

時
代

の
変

化
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
に

学
べ

る
教

育
環

境
づ

く
り

～ （
つ

づ
き

）
生

活
保

護
世

帯
の

子
ど

も
の

高
校

卒
業

後
の

進
路

決
定

率
1
0
0
.0

%
1
0
4
.2

%
Ａ

1
0
0
%

9
6
%

9
8
.2

%
Ａ

1
0
0
%

1
0
1
.2

%

○
こ

ど
も

食
堂

等
地

域
の

子
ど

も
に

対
す

る
学

習
支

援
の

実
施

〇
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

等
に

よ
る

訪
問

型
の

家
庭

教
育

支
援

の
推

進
○

Ｓ
Ｓ

Ｗ
の

人
材

確
保

の
推

進
、

更
な

る
育

成
及

び
活

動
を

支
援

・
助

言
す

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

活
動

拡
大

す
る

。
○

届
け

る
家

庭
教

育
支

援
体

制
を

構
築

す
る

た
め

に
各

市
町

村
に

お
い

て
核

と
な

る
人

材
を

養
成

す
る

。
○

生
活

保
護

、
生

活
困

窮
者

、
ひ

と
り

親
等

の
世

帯
の

子
ど

も
へ

の
学

習
支

援
、

地
域

未
来

塾
に

対
す

る
支

援
を

実
施

す
る

。
○

不
登

校
生

徒
や

中
途

退
学

者
を

学
校

復
帰

・
就

労
・
社

会
参

加
等

に
向

け
て

支
援

す
る

「
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
ペ

ー
ス

」
に

お
い

て
家

庭
訪

問
及

び
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

自
宅

学
習

支
援

を
実

施
す

る
。

○
経

済
的

な
理

由
に

よ
り

修
学

が
困

難
で

あ
る

者
に

対
す

る
育

英
奨

学
資

金
の

貸
与

そ
の

他
の

修
学

支
援

を
実

施
す

る
。

〇
引

き
続

き
、

作
成

冊
子

等
を

通
じ

て
、

広
く
周

知
す

る
。

〇
引

き
続

き
、

個
々

の
生

徒
に

対
応

し
た

指
導

を
お

こ
な

う
よ

う
、

学
校

に
依

頼
す

る
。

〇
令

和
２

年
度

は
学

校
図

書
館

や
学

童
保

育
、

児
童

館
な

ど
、

子
ど

も
の

居
場

所
と

な
っ

て
い

る
場

所
で

の
広

報
に

力
を

入
れ

、
関

係
機

関
や

支
援

団
体

と
の

連
携

を
活

か
し

、
学

校
や

団
体

単
位

で
図

書
館

に
足

を
運

ん
で

も
ら

う
き

っ
か

け
を

作
る

。

〇
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
市

町
村

教
育

委
員

会
へ

の
配

置
を

支
援

（
市

町
村

事
業

へ
の

補
助

）
し

、
複

雑
化

す
る

家
庭

環
境

を
背

景
に

し
た

児
童

生
徒

が
抱

え
る

問
題

へ
の

対
応

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
県

に
お

い
て

人
材

育
成

や
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
を

行
っ

た
。

ま
た

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

支
援

を
行

っ
た

。
〇

経
済

的
な

理
由

や
家

庭
の

事
情

に
よ

り
、

家
庭

で
の

学
習

が
困

難
で

あ
っ

た
り

、
学

習
が

遅
れ

が
ち

な
中

学
生

等
へ

の
学

習
支

援
と

し
て

、
放

課
後

、
土

曜
日

、
長

期
休

業
中

等
に

、
大

学
生

や
教

員
O

B
等

地
域

の
人

材
に

よ
る

「
地

域
未

来
塾

」
を

推
進

。
ま

た
、

こ
ど

も
食

堂
を

実
施

し
て

い
る

施
設

に
学

習
支

援
員

を
派

遣
し

、
食

事
の

前
後

に
学

校
の

宿
題

や
授

業
の

予
習

・
復

習
等

を
中

心
と

し
た

学
習

支
援

を
行

っ
た

。
〇

地
域

未
来

塾
事

業
で

対
象

と
な

ら
な

い
参

加
す

る
子

ど
も

の
送

迎
、

教
材

、
会

場
に

係
る

経
費

を
補

助
し

た
。

〇
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

と
し

て
、

生
活

困
窮

世
帯

、
生

活
保

護
世

帯
の

子
ど

も
に

対
し

て
、

学
習

援
助

を
実

施
し

た
。

〇
ひ

と
り

親
家

庭
学

習
支

援
と

し
て

、
大

学
生

や
教

員
Ｏ

Ｂ
等

の
学

習
支

援
員

に
よ

る
学

習
支

援
を

実
施

し
た

。
（
学

習
塾

形
式

で
実

施
す

る
場

合
は

会
場

ま
で

の
送

迎
を

支
援

。
）

〇
児

童
養

護
施

設
等

に
入

所
し

て
い

る
児

童
の

う
ち

、
学

習
塾

に
通

っ
て

い
る

中
高

生
に

つ
い

て
、

学
習

塾
に

必
要

な
費

用
を

支
弁

。
〇

低
所

得
世

帯
の

生
徒

・
学

生
に

対
し

奨
学

給
付

金
、

就
学

支
援

金
の

支
給

、
授

業
料

免
除

な
ど

、
教

育
費

用
の

軽
減

対
策

を
実

施
。

〇
「
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

」
に

よ
る

家
庭

教
育

支
援

（
親

の
学

習
機

会
の

提
供

、
保

護
者

同
士

の
仲

間
づ

く
り

等
）
を

推
進

し
た

。
○

「
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
ペ

ー
ス

」
に

よ
る

不
登

校
生

徒
や

中
途

退
学

者
の

学
校

復
帰

・
就

労
・
社

会
参

加
等

に
向

け
た

支
援

（
家

庭
訪

問
・
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

自
宅

学
習

支
援

も
含

む
）
を

実
施

し
た

。
○

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（
Ｓ

Ｓ
Ｗ

）
の

機
能

強
化

の
た

め
、

以
下

の
取

組
を

実
施

し
た

。
・
全

県
で

Ｓ
Ｓ

Ｗ
を

支
援

す
る

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
・
Ｓ

Ｓ
Ｗ

の
職

務
内

容
を

共
通

化
す

る
た

め
の

手
引

書
の

作
成

・
配

布
・
現

任
Ｓ

Ｓ
Ｗ

や
教

職
員

向
け

研
修

の
開

催
等

〇
「
高

校
ガ

イ
ド

」
「
高

校
入

学
者

選
抜

実
施

要
項

」
の

中
に

、
育

英
奨

学
金

や
就

学
支

援
金

等
の

制
度

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

で
、

必
要

な
情

報
が

保
護

者
及

び
生

徒
に

届
く
よ

う
努

め
た

。
〇

高
校

卒
業

後
の

進
学

や
就

職
に

か
か

る
費

用
に

つ
い

て
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
助

成
制

度
等

の
情

報
を

適
宜

提
供

す
る

な
ど

、
個

々
に

応
じ

た
進

路
指

導
を

粘
り

強
く
す

る
よ

う
、

学
校

に
依

頼
し

た
。

○
経

済
的

理
由

や
家

庭
の

事
情

で
学

習
が

遅
れ

が
ち

な
中

学
生

等
を

対
象

に
学

習
支

援
（
地

域
未

来
塾

）
を

実
施

し
た

。
○

民
間

企
業

等
の

多
様

な
経

験
や

技
能

を
持

つ
外

部
人

材
を

活
用

し
た

特
色

あ
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

高
校

等
へ

支
援

を
行

っ
た

。
〇

図
書

館
の

資
料

や
場

の
提

供
を

通
じ

て
、

経
済

的
に

困
窮

す
る

家
庭

や
ひ

と
り

親
家

庭
な

ど
の

サ
ポ

ー
ト

の
必

要
な

家
庭

を
応

援
し

て
い

る
。

〇
市

町
村

立
図

書
館

や
趣

旨
に

賛
同

す
る

学
校

図
書

館
と

連
携

し
て

「
図

書
館

＝
居

場
所

？
！

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
や

「
居

場
所

に
つ

い
て

考
え

る
ま

ち
な

か
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
を

開
催

し
、

居
場

所
と

し
て

の
図

書
館

の
機

能
に

つ
い

て
啓

発
し

、
住

民
と

共
に

考
え

る
機

会
を

設
け

た
。

○
生

活
保

護
世

帯
の

子
ど

も
を

含
む

教
育

に
関

し
て

課
題

を
抱

え
る

子
ど

も
に

つ
い

て
、

自
身

の
環

境
等

に
よ

っ
て

左
右

さ
れ

る
こ

と
な

く
学

習
の

機
会

が
与

え
ら

れ
れ

る
よ

う
、

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く
。

○
学

習
支

援
に

お
け

る
人

材
の

確
保

。
○

学
習

支
援

を
実

施
す

る
た

め
の

体
制

整
備

。
○

真
に

支
援

が
必

要
な

生
徒

へ
の

情
報

提
供

及
び

参
加

促
進

。
○

生
活

保
護

世
帯

の
子

ど
も

を
は

じ
め

と
し

た
課

題
を

抱
え

る
子

ど
も

た
ち

に
対

し
て

、
一

人
一

人
の

状
況

に
応

じ
た

学
習

の
機

会
が

与
え

ら
れ

る
よ

う
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

し
、

学
習

環
境

や
相

談
体

制
の

整
備

、
経

済
的

支
援

等
が

必
要

。
○

必
要

な
情

報
が

、
必

要
な

生
徒

に
届

く
よ

う
、

留
意

す
る

。
〇

居
場

所
と

し
て

の
図

書
館

活
用

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
や

支
援

団
体

、
市

町
村

立
図

書
館

の
理

解
は

進
ん

で
い

る
が

、
家

庭
へ

の
認

知
度

が
十

分
で

は
な

く
、

継
続

し
て

広
報

・
啓

発
が

必
要

で
あ

る
。

〇
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

、
よ

り
身

近
な

場
所

で
の

広
報

、
来

館
の

き
っ

か
け

づ
く
り

が
必

要
で

あ
る

。

生
活

保
護

世
帯

の
子

ど
も

の
中

学
校

卒
業

後
の

進
路

決
定

率
9
7
%



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

△
3
.2

％
△

2
4
.7

％
Ｃ

1
.8

%
1
2
.0

%
Ｃ

2
0
.3

%
1
3
5
.3

%
Ａ

1
4
.1

%
9
4
.0

%
B

教
職

員
の

年
次

有
給

休
暇

取
得

日
数

（
夏

季
休

暇
を

含
む

）
1
6
.8

%
9
8
.8

%
B

○
市

町
村

立
学

校
で

は
全

校
、

県
立

学
校

で
は

3
2
校

中
2
7
校

で
夏

季
休

業
中

の
対

外
業

務
停

止
日

を
導

入
し

た
。

○
H

3
0
.3

策
定

の
鳥

取
県

学
校

業
務

カ
イ

ゼ
ン

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
次

の
取

組
を

行
う

こ
と

で
、

時
間

外
業

務
の

削
減

を
図

る
と

と
と

も
に

年
次

有
給

休
暇

が
取

得
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
推

進
。

・
管

理
職

員
の

指
導

等
に

よ
る

教
職

員
の

勤
務

時
間

に
対

す
る

意
識

改
革

を
推

進
・
部

活
動

指
導

員
、

教
員

業
務

ア
シ

ス
タ

ン
ト

等
外

部
人

材
の

配
置

拡
充

に
よ

る
教

職
員

の
負

担
軽

減
・
学

校
業

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

活
用

等
に

よ
る

事
務

作
業

の
負

担
軽

減
・
会

議
、

分
掌

の
見

直
し

な
ど

、
校

内
で

の
カ

イ
ゼ

ン
活

動
の

取
組

推
進

・
部

活
動

の
在

り
方

見
直

し

年
間

1
7
日

（
全

校
種

共
通

）

○
中

学
校

及
び

高
等

学
校

に
お

け
る

時
間

外
業

務
の

主
要

因
で

あ
る

部
活

動
に

係
る

負
担

軽
減

策
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。
○

教
員

で
な

く
て

も
で

き
る

業
務

を
整

理
し

た
上

で
、

部
活

動
を

含
め

た
教

員
業

務
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。

○
公

立
学

校
全

校
で

対
外

業
務

停
止

日
（
学

校
閉

庁
日

）
を

導
入

す
る

。
○

鳥
取

県
部

活
動

の
在

り
方

方
針

（
運

動
部

、
文

化
部

）
に

基
づ

く
部

活
動

休
養

日
、

活
動

時
間

の
遵

守
を

徹
底

す
る

。

年
間

1
7
日

（
全

校
種

共
通

）

小 中 高

○
県

立
学

校
各

校
で

時
間

外
業

務
時

間
の

削
減

目
標

及
び

カ
イ

ゼ
ン

計
画

を
策

定
し

た
。

○
時

間
外

業
務

月
8
0
時

間
以

上
の

長
時

間
勤

務
者

に
つ

い
て

、
県

立
学

校
に

お
い

て
は

、
原

因
分

析
の

上
で

個
別

に
対

策
を

行
っ

た
。

市
町

村
立

学
校

で
も

各
校

で
現

状
把

握
や

一
定

の
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
。

○
教

員
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

外
部

人
材

（
非

常
勤

職
員

）
の

配
置

拡
充

。
・
教

員
業

務
ア

シ
ス

タ
ン

ト
（
印

刷
業

務
等

の
補

助
）
を

小
中

学
校

1
7
校

、
高

等
学

校
４

校
に

配
置

拡
充

（
H

3
0
:1

3
校

→
R

1
:2

1
校

）
。

・
部

活
動

指
導

員
を

中
学

校
5
5
名

、
高

等
学

校
1
2
名

に
配

置
拡

充
（
H

3
0
:2

2
名

→
R

1
:6

7
名

）
。

○
学

校
業

務
カ

イ
ゼ

ン
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

市
町

村
立

学
校

及
び

県
立

学
校

の
管

理
職

対
象

の
業

務
カ

イ
ゼ

ン
研

修
を

実
施

（
参

加
2
9

名
）
。

○
市

町
村

立
学

校
モ

デ
ル

校
を

対
象

に
業

務
カ

イ
ゼ

ン
研

修
等

を
実

施
し

、
カ

イ
ゼ

ン
活

動
を

支
援

し
た

。

2
5
%

３
　

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
で

き
る

教
育

環
境

の
充

実
～

時
代

の
変

化
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
に

学
べ

る
教

育
環

境
づ

く
り

～ （
つ

づ
き

）
教

職
員

一
人

当
た

り
平

均
時

間
外

業
務

時
間

数
の

削
減

率

○
8
0
時

間
以

上
の

長
時

間
勤

務
者

は
減

少
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

依
然

と
し

て
存

在
し

て
い

る
。

○
文

部
科

学
省

が
告

示
し

た
指

針
に

基
づ

き
、

服
務

監
督

権
者

と
し

て
新

た
に

策
定

し
た

方
針

（
時

間
外

業
務

月
4
5
時

間
以

内
、

時
間

外
業

務
年

3
6
0
時

間
以

内
）
の

遵
守

に
向

け
た

効
果

的
な

取
組

が
必

要
。

○
中

学
校

及
び

高
等

学
校

に
お

け
る

時
間

外
業

務
の

主
要

因
で

あ
る

部
活

動
に

係
る

負
担

軽
減

策
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。
○

教
員

で
な

く
て

も
で

き
る

業
務

を
整

理
し

た
上

で
、

部
活

動
を

含
め

た
教

員
業

務
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。
〇

学
校

運
営

に
係

る
新

た
な

仕
組

み
・
構

造
の

創
造

が
必

要
。

○
「
鳥

取
県

学
校

業
務

カ
イ

ゼ
ン

プ
ラ

ン
」
を

改
訂

し
、

数
値

目
標

を
「
時

間
外

業
務

が
月

8
0
時

間
を

超
え

る
教

職
員

の
解

消
」
か

ら
「
時

間
外

業
務

が
月

4
5

時
間

、
年

間
3
6
0
時

間
を

超
え

る
教

職
員

の
解

消
」

に
改

め
た

こ
と

に
伴

い
、

取
組

を
よ

り
一

層
推

進
し

て
い

く
。

・
全

校
種

の
学

校
代

表
等

を
委

員
と

す
る

「
学

校
業

務
カ

イ
ゼ

ン
活

動
推

進
検

討
会

」
で

取
組

方
針

検
討 ・
長

期
休

業
期

間
中

の
対

外
業

務
停

止
日

（
学

校
閉

庁
日

）
の

全
校

実
施

・
留

守
番

電
話

の
導

入
な

ど
勤

務
時

間
外

に
お

け
る

外
部

電
話

へ
の

対
応

策
の

検
討

・
教

員
の

事
務

的
作

業
軽

減
の

た
め

、
教

員
業

務
ア

シ
ス

タ
ン

ト
配

置
人

数
を

県
立

学
校

６
名

、
市

町
村

立
学

校
4
0
名

に
拡

大
。

・
部

活
動

指
導

員
を

中
学

校
7
0
名

、
高

等
学

校
2
9

名
に

拡
大

。
時

間
外

業
務

の
主

要
因

は
小

学
校

で
は

分
掌

・
担

任
・
教

科
業

務
、

中
学

校
・
高

等
学

校
で

は
部

活
動

指
導

で
あ

る
こ

と
を

鑑
み

、
今

後
も

重
点

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

令
和

２
年

度
も

重
点

取
組

事
項

と
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

特

1
5
%



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

３
　

時
代

や
社

会
の

変
化

に
対

応
で

き
る

教
育

環
境

の
充

実
～

時
代

の
変

化
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
に

学
べ

る
教

育
環

境
づ

く
り

～ （
つ

づ
き

）

県
立

高
校

で
の

消
費

者
教

育
の

実
施

2
4
校

1
0
0
.0

%
Ａ

○
全

校
に

お
い

て
科

目
「
家

庭
基

礎
」
ま

た
は

「
家

庭
総

合
」
の

中
で

実
施

。
○

家
庭

科
教

員
対

象
に

「
消

費
者

教
育

研
修

会
」
を

実
施

し
、

先
進

県
の

取
組

を
学

び
、

各
校

に
お

け
る

消
費

者
教

育
の

推
進

を
図

っ
た

。

全
て

の
県

内
高

校

○
特

別
活

動
、

教
科

間
で

の
連

携
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
公

民
科

教
員

対
象

に
「
消

費
者

教
育

研
修

会
」

を
開

催
し

、
連

携
す

る
教

科
を

増
や

し
て

い
く
。

４
　

一
人

一
人

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
特

別
支

援
教

育
の

充
実

～
個

々
の

障
が

い
の

種
類

や
程

度
に

応
じ

た
教

育
の

提
供

～

特
別

支
援

学
校

高
等

部
（
専

攻
科

含
む

）
卒

業
生

の
就

職
率

（
就

職
希

望
者

に
対

す
る

割
合

）

1
0
0
.0

%
1
1
7
.6

%
Ａ

○
東

部
・
中

部
・
西

部
の

３
圏

域
で

就
労

促
進

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

た
。

○
就

労
・
定

着
支

援
員

を
県

内
４

校
（
白

兎
養

護
学

校
、

倉
吉

養
護

学
校

、
米

子
養

護
学

校
、

琴
の

浦
高

等
特

別
支

援
学

校
）
に

配
置

し
、

職
場

開
拓

等
を

実
施

し
た

。
○

各
校

の
進

路
指

導
に

関
す

る
情

報
を

共
有

し
て

取
組

を
推

進
す

る
た

め
、

進
路

担
当

者
情

報
共

有
会

を
年

４
回

実
施

し
た

。

1
0
0
%

○
生

徒
が

障
が

い
の

状
態

等
に

応
じ

た
進

路
選

択
を

行
う

た
め

の
、

早
期

指
導

・
支

援
及

び
情

報
提

供
の

さ
ら

な
る

充
実

。
○

雇
用

促
進

に
向

け
た

企
業

へ
の

さ
ら

な
る

働
き

か
け

が
必

要
。

○
卒

業
生

の
職

場
定

着
に

向
け

た
取

組
の

一
層

の
推

進
。

○
高

等
部

２
年

生
ま

で
の

実
習

を
と

お
し

た
自

己
理

解
と

働
く
意

義
の

学
習

に
つ

い
て

、
各

校
の

効
果

的
な

取
組

を
共

有
し

て
推

進
す

る
た

め
に

進
路

担
当

者
情

報
共

有
会

を
行

う
。

○
労

働
局

と
協

力
し

て
、

企
業

へ
の

働
き

か
け

や
就

労
促

進
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
○

特
別

支
援

学
校

の
就

労
・
定

着
支

援
員

や
進

路
担

当
者

等
が

関
係

機
関

と
綿

密
に

連
携

を
と

り
、

就
労

前
か

ら
就

労
後

ま
で

切
れ

目
な

い
支

援
を

行
う

。

1
0
0
%

9
9
.2

%
9
9
.2

%
B

1
0
0
%

9
0
%

8
0
.4

%
8
9
.3

%
B

9
0
%

9
0
%

9
1
.7

%
1
0
1
.8

%
Ａ

1
0
0
%

特
別

支
援

学
校

高
等

部
（
専

攻
科

含
む

）
卒

業
生

の
（
１

年
後

）
職

場
定

着
率

8
5
.0

%
1
0
0
.0

%
Ａ

○
就

労
・
定

着
支

援
員

を
県

内
４

校
（
白

兎
養

護
学

校
、

倉
吉

養
護

学
校

、
米

子
養

護
学

校
、

琴
の

浦
高

等
特

別
支

援
学

校
）
に

配
置

し
、

職
場

訪
問

と
定

着
支

援
を

実
施

し
た

。

9
0
%

○
勤

務
時

間
が

よ
り

長
い

職
場

へ
の

転
職

や
自

分
の

希
望

す
る

業
種

へ
の

転
職

等
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

理
由

で
の

離
職

も
あ

り
、

質
的

な
評

価
も

必
要

。
○

職
場

で
の

支
援

だ
け

で
な

く
、

仕
事

を
続

け
る

た
め

の
家

庭
の

サ
ポ

ー
ト

面
に

課
題

が
あ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

○
卒

業
後

の
生

活
の

イ
メ

ー
ジ

を
生

徒
だ

け
で

な
く
、

保
護

者
に

も
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

在
学

中
か

ら
家

庭
の

サ
ポ

ー
ト

の
大

切
さ

を
伝

え
た

り
、

関
係

機
関

と
の

よ
り

一
層

の
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

8
5
%

8
5
%

〇
手

話
普

及
支

援
員

の
派

遣
に

つ
い

て
、

学
校

の
希

望
す

る
回

数
や

人
数

に
応

え
ら

れ
な

い
。

地
域

の
学

校
に

お
い

て
手

話
の

取
組

が
定

着
・
自

立
で

き
る

よ
う

支
援

が
必

要
。

〇
こ

れ
ま

で
の

手
話

言
語

学
習

の
学

習
活

動
や

教
材

を
整

理
し

、
学

校
が

授
業

を
計

画
す

る
際

の
参

考
資

料
を

作
成

予
定

。

〇
鳥

取
聾

学
校

及
び

ひ
ま

わ
り

分
校

に
手

話
普

及
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

１
名

ず
つ

配
置

。
地

域
の

学
校

の
依

頼
内

容
に

応
じ

て
、

手
話

普
及

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
手

話
普

及
支

援
員

（
鳥

取
聾

学
校

の
元

教
職

員
や

保
護

者
、

手
話

通
訳

者
、

手
話

サ
ー

ク
ル

に
所

属
す

る
方

な
ど

）
を

調
整

・
派

遣
し

、
手

話
言

語
学

習
を

支
援

し
た

。
学

校
に

お
け

る
手

話
の

取
組

の
実

施
率

全
て

の
県

立
高

校

中小 高



今
後
の
課
題

課
題
解
決
の
た
め
の
対
応

取
組
の
柱

取
組
の
指
標

Ｒ
１

目
標
数
値

Ｒ
１
実
績

(
参
考
)

達
成
率

評
価

Ｒ
１
取
組
状
況
等

（
参
考
）

R
2
指
標

課
題
と
対
応

4
2
%

3
9
.3

%
9
3
.6

%
B

4
2
%

4
8
%

4
6
.8

%
9
7
.5

%
B

4
8
%

3
8
%

3
2
.5

%
8
5
.5

%
Ｃ

3
8
%

6
6
%

6
4
.7

%
9
8
.0

%
B

6
6
%

5
0
.0

4
8
.6

9
7
.2

%
B

5
0
.0

5
0
.0

4
8
.7

9
7
.4

%
B

5
0
.0

5
0
.0

4
8
.5

9
7
.0

%
B

5
0
.0

5
0
.0

4
8
.6

9
7
.2

%
B

5
0
.0

7
0
%

6
3
.5

%
9
0
.7

%
B

7
0
%

5
0
%

4
7
.6

%
9
5
.2

%
B

5
0
%

○
多

様
な

ス
ポ

ー
ツ

競
技

の
体

験
会

を
実

施
し

、
競

技
の

魅
力

や
面

白
さ

を
体

験
し

、
適

正
な

競
技

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

支
援

を
行

っ
た

。
（
競

技
人

口
の

拡
大

）
○

運
動

能
力

に
優

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

に
関

心
の

高
い

可
能

性
を

秘
め

た
子

ど
も

た
ち

を
発

掘
し

、
ア

ス
リ

ー
ト

に
必

要
な

心
構

え
、

知
識

、
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
の

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
、

能
力

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

（
競

技
者

の
育

成
）

○
全

国
大

会
等

で
活

躍
す

る
県

内
の

特
別

ジ
ュ

ニ
ア

強
化

選
手

の
強

化
練

習
や

ス
ポ

ー
ツ

教
育

の
支

援
に

取
り

組
ん

だ
。

（
特

別
ジ

ュ
ニ

ア
指

定
強

化
）

○
既

に
国

内
外

の
競

技
会

等
で

好
成

績
を

収
め

て
い

る
県

内
若

手
選

手
の

中
で

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
日

本
代

表
選

手
に

な
り

得
る

可
能

性
が

高
い

選
手

を
戦

略
的

に
強

化
支

援
し

た
。

（
2
名

の
選

手
が

、
高

校
卒

業
を

し
た

本
年

度
に

東
京

五
輪

日
本

代
表

内
定

を
決

め
た

。
）
（
五

輪
等

選
手

輩
出

）
○

県
内

指
導

者
の

資
質

向
上

の
た

め
に

、
優

秀
な

指
導

者
を

招
聘

し
て

の
講

習
会

や
、

実
際

に
強

豪
チ

ー
ム

の
取

組
を

学
び

に
行

く
事

業
の

支
援

を
お

こ
な

っ
た

。
（
指

導
者

の
育

成
）

→
以

上
の

取
組

を
通

じ
て

、
陸

上
競

技
、

水
泳

（
飛

込
）
、

ボ
ー

ト
、

相
撲

等
で

全
国

制
覇

す
る

選
手

を
輩

出
し

て
い

る
。

○
教

職
員

が
持

つ
専

門
性

が
活

か
さ

れ
る

配
置

の
要

望
を

引
き

続
き

行
う

必
要

が
あ

る
。

○
運

動
部

活
動

の
在

り
方

が
変

わ
っ

て
い

こ
う

と
す

る
中

で
、

限
ら

れ
た

条
件

で
子

ど
も

た
ち

を
伸

ば
す

た
め

に
は

、
指

導
者

の
更

な
る

研
鑽

が
必

要
で

あ
る

。
○

教
員

の
勤

務
時

間
の

上
限

が
定

め
ら

れ
た

こ
と

に
よ

る
影

響
が

生
じ

な
い

よ
う

、
競

技
団

体
と

手
立

て
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
競

技
に

よ
っ

て
は

、
早

期
に

専
門

化
さ

せ
る

こ
と

が
必

ず
し

も
良

い
わ

け
で

は
な

い
（
ゴ

ー
ル

デ
ン

エ
イ

ジ
に

適
し

た
活

動
が

で
き

て
い

る
か

、
燃

え
尽

き
症

候
群

を
招

き
は

し
な

い
か

等
）
た

め
、

過
剰

な
期

待
で

子
ど

も
た

ち
の

可
能

性
を

潰
す

こ
と

の
な

い
よ

う
、

指
導

者
や

保
護

者
の

関
わ

り
方

に
工

夫
が

必
要

で
あ

る
（
成

長
や

専
門

化
が

早
け

れ
ば

「
勝

て
て

し
ま

う
」
こ

と
と

、
将

来
が

期
待

で
き

る
潜

在
的

な
能

力
と

は
違

う
）
が

、
そ

の
バ

ラ
ン

ス
が

難
し

い
。

○
部

活
動

の
活

性
化

・
選

手
強

化
に

資
す

る
教

職
員

（
指

導
者

）
の

適
切

な
配

置
。

○
教

員
の

勤
務

時
間

の
上

限
が

定
め

ら
れ

た
こ

と
に

よ
る

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

の
、

競
技

団
体

と
の

手
立

て
検

討
。

○
指

導
者

の
育

成
の

た
め

の
研

修
等

を
後

押
し

す
る

仕
組

み
づ

く
り

。
○

結
果

を
求

め
つ

つ
も

、
勝

利
至

上
主

義
に

偏
る

こ
と

な
く
、

本
人

の
将

来
性

や
人

間
形

成
を

意
識

し
た

指
導

の
実

践
に

つ
い

て
、

議
論

を
深

め
て

行
く
。

〇
引

き
続

き
課

事
業

等
を

通
じ

た
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

各
専

門
部

の
活

動
の

充
実

の
一

助
と

す
る

。

○
県

立
高

校
の

重
点

校
制

度
に

よ
り

、
「
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
芸

術
活

動
」

重
点

校
を

５
校

指
定

し
、

学
校

独
自

事
業

を
活

用
し

て
、

部
活

動
等

で
全

国
で

活
躍

す
る

生
徒

の
育

成
を

図
っ

た
。

〇
文

化
芸

術
活

動
支

援
事

業
を

活
用

し
て

、
県

外
の

優
秀

な
指

導
者

を
招

聘
し

た
合

同
研

修
会

を
開

催
し

た
り

、
顧

問
を

全
国

の
研

修
会

に
派

遣
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

専
門

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

〇
部

員
数

が
確

保
で

き
ず

、
十

分
な

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
り

、
顧

問
の

専
門

性
が

高
く
い

中
で

、
活

動
を

お
こ

な
っ

て
い

る
現

状
が

あ
る

。

〇
引

き
続

き
課

事
業

等
を

通
じ

た
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

各
専

門
部

の
活

動
の

充
実

の
一

助
と

す
る

。

　
※

１
「
難

関
国

立
大

学
」
と

は
、

北
海

道
大

学
、

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

、
大

阪
大

学
、

九
州

大
学

（
以

上
、

旧
帝

大
）
、

一
橋

大
学

、
東

京
工

業
大

学
及

び
神

戸
大

学
並

び
に

国
公

立
大

学
の

医
学

部
医

学
科

を
い

う
。

　
※

２
「
英

検
準

１
級

以
上

等
」
と

は
、

英
検

準
１

級
以

上
の

ほ
か

、
文

部
科

学
省

調
査

で
定

め
る

T
O

E
F
L
 P

B
T
 5

5
0
点

以
上

、
T
O

E
F
L
 C

B
T
 2

1
3
点

以
上

、
T
O

E
F
L
 i
B

T
 8

0
点

以
上

及
び

T
O

E
IC

 7
3
0
点

以
上

を
い

う
。

鳥
取

県
体

力
・
運

動
能

力
調

査
結

果
の

総
合

判
定

(Ａ
～

Ｅ
の

５
段

階
)

が
、

Ａ
又

は
Ｂ

の
割

合

小 ５

男 女 女 男 女

〇
年

度
当

初
に

全
市

町
村

を
指

導
主

事
が

訪
問

し
、

昨
年

度
の

体
力

テ
ス

ト
の

結
果

の
説

明
と

本
年

度
の

体
力

向
上

に
係

る
重

点
目

標
の

説
明

を
直

接
行

っ
た

。
こ

れ
ま

で
は

、
具

体
的

な
数

値
目

標
を

提
示

で
き

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
長

座
体

前
屈

の
記

録
を

前
年

度
よ

り
「
プ

ラ
ス

５
セ

ン
チ

」
と

い
う

具
体

的
な

数
値

目
標

を
提

示
し

た
。

〇
平

成
３

０
年

度
に

考
案

し
た

「
ワ

ン
ミ

ニ
ッ

ツ
・
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
」
の

普
及

を
図

る
た

め
に

、
全

市
町

村
の

小
学

校
（
全

教
員

分
）
、

中
学

校
（
保

健
体

育
科

教
員

分
）
、

県
立

学
校

に
説

明
用

チ
ラ

シ
を

配
布

し
た

。
〇

鳥
取

県
子

ど
も

の
体

力
向

上
支

援
委

員
会

に
お

い
て

鳥
取

県
体

力
・

運
動

能
力

調
査

の
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
対

策
に

つ
い

て
協

議
し

、
報

告
書

に
ま

と
め

、
各

学
校

等
関

係
機

関
へ

周
知

し
た

。
〇

遊
び

の
王

様
ラ

ン
キ

ン
グ

の
各

大
会

を
開

催
し

、
記

録
賞

や
記

念
品

等
を

送
付

し
た

。
本

年
度

は
３

０
年

度
に

実
施

し
た

県
教

育
長

杯
に

加
え

、
県

教
育

次
長

杯
を

開
催

し
た

。
（
今

年
度

の
参

加
チ

ー
ム

は
1
,1

0
0

チ
ー

ム
）

〇
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
派

遣
事

業
に

お
い

て
、

派
遣

を
希

望
す

る
１

２
団

体
に

ア
ス

リ
ー

ト
を

派
遣

し
、

児
童

生
徒

の
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
意

識
を

高
め

た
。

女

５
　

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

振
興

～
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
芸

術
に

親
し

む
環

境
づ

く
り

、
「
人

財
」
育

成
～

文
化

･芸
術

、
ス

ポ
ー

ツ
等

の
分

野
で

、
全

国
で

活
躍

す
る

児
童

･生
徒

数
（
全

国
３

位
以

上
）

8
0
人

女

中 ２

男

小
学

校
に

お
い

て
、

体
育

の
授

業
を

除
く
１

日
の

運
動

時
間

が
１

時
間

以
上

の
児

童
の

割
合

小 ５

男

全
国

体
力

・
運

動
能

力
調

査
の

長
座

体
前

屈
の

偏
差

値

小 ５

男

8
0
人

〇
体

育
・
保

健
体

育
学

習
の

充
実

の
た

め
に

、
教

員
の

授
業

改
善

及
び

指
導

力
向

上
が

必
要

。
〇

柔
軟

性
の

向
上

に
つ

い
て

、
本

年
度

は
多

く
の

学
年

で
過

去
最

高
値

を
記

録
し

た
が

、
ま

だ
全

国
平

均
を

下
回

っ
て

い
る

の
で

、
更

な
る

取
組

の
工

夫
が

必
要

。
〇

投
げ

る
力

の
向

上
に

つ
い

て
、

遊
び

を
通

じ
て

投
げ

る
動

作
の

習
得

が
必

要
。

○
家

庭
で

の
体

力
向

上
に

つ
な

が
る

取
組

の
実

施
に

向
け

て
、

啓
発

が
必

要
。

1
1
0
人

1
3
7
.5

%

中 ２

〇
体

育
・
保

健
体

育
学

習
の

研
究

授
業

等
で

の
指

導
助

言
、

「
と

っ
と

り
元

気
キ

ッ
ズ

体
力

向
上

支
援

事
業

」
の

実
施

を
通

し
て

、
授

業
改

善
や

指
導

力
向

上
を

図
る

。
〇

ワ
ン

ミ
ニ

ッ
ツ

・
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
の

活
用

や
、

学
校

内
で

の
柔

軟
性

向
上

に
つ

な
が

る
具

体
的

な
事

例
な

ど
を

情
報

発
信

し
啓

発
を

図
る

。
〇

遊
び

の
王

様
ラ

ン
キ

ン
グ

に
投

げ
る

動
作

の
習

得
や

向
上

に
つ

な
が

る
遊

び
を

追
加

し
向

上
を

図
る

。
〇

学
校

に
お

け
る

体
力

向
上

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
や

家
庭

で
で

き
る

運
動

に
つ

い
て

情
報

発
信

し
、

家
庭

で
の

取
組

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

Ａ



全
国

県
今

後
の

課
題

課
題

解
決

の
た

め
の

対
応

国
6
3
.8

%
6
3
%

9
8
.7

%
Ｂ

算
6
6
.6

%
6
6
%

9
9
.1

%
Ｂ

国
7
2
.8

%
7
3
%

1
0
0
.3

%
Ａ

数
5
9
.8

%
6
0
%

1
0
0
.3

%
Ａ

国
3
8
.7

%
3
7
.2

%
9
6
.1

%
Ｂ

算
2
8
.5

%
2
7
.4

%
9
6
.1

%
Ｂ

国
3
8
.3

%
3
8
.1

%
9
9
.5

%
Ｂ

数
3
0
.5

%
3
1
.2

%
1
0
2
.3

%
Ａ

国
2
3
.5

%
2
4
.0

%
9
7
.9

%
Ｂ

算
1
9
.5

%
2
0
.5

%
9
4
.9

%
Ｂ

国
2
1
.4

%
2
1
.0

%
1
0
1
.9

%
Ａ

数
2
0
.5

%
2
0
.8

%
9
8
.5

%
Ｂ

〇
鳥

取
県

独
自

の
学

力
・
学

習
状

況
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

の
学

力
の

伸
び

を
把

握
し

、
成

果
と

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
授

業
改

善
に

向
け

て
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

徹
底

を
図

る
。

○
算

数
の

学
力

向
上

に
係

る
指

導
主

事
小

学
校

訪
問

を
実

施
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

各
学

校
に

お
け

る
授

業
改

善
の

さ
ら

な
る

徹
底

を
図

る
。

〇
エ

キ
ス

パ
ー

ト
教

員
の

授
業

公
開

を
通

し
て

、
新

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
に

沿
っ

た
授

業
づ

く
り

の
モ

デ
ル

を
示

し
、

各
学

校
へ

の
周

知
、

徹
底

を
図

る
。

○
教

員
の

指
導

力
向

上
を

図
る

た
め

、
学

校
教

育
支

援
サ

イ
ト

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
整

備
し

、
エ

キ
ス

パ
ー

ト
教

員
等

に
よ

る
モ

デ
ル

授
業

や
研

修
の

動
画

、
各

種
資

料
等

、
授

業
改

善
に

つ
い

て
の

資
料

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
各

学
校

で
積

極
的

に
活

用
し

て
も

ら
う

よ
う

周
知

す
る

。
○

学
力

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
、

市
町

村
教

育
委

員
会

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
取

組
を

進
め

、
全

県
展

開
を

図
る

。
・
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

の
推

進
・
小

学
校

の
国

語
・
算

数
の

活
用

力
向

上
に

向
け

た
授

業
改

善
・
単

元
到

達
度

評
価

問
題

を
活

用
し

た
授

業
改

善
及

び
若

手
教

員
育

成
〇

ＩＣ
Ｔ

機
器

や
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

な
ど

の
ＩＣ

Ｔ
教

材
を

活
用

に
つ

い
て

、
ＩＣ

Ｔ
活

用
教

育
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
、

研
修

会
を

開
催

す
る

な
ど

情
報

提
供

や
支

援
を

行
う

。

○
子

ど
も

た
ち

一
人

一
人

の
関

心
意

欲
の

向
上

・
確

か
な

学
力

の
定

着
を

目
指

し
、

授
業

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
を

焦
点

化
し

、
算

数
の

学
力

向
上

に
係

る
指

導
主

事
小

学
校

訪
問

を
実

施
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

各
学

校
に

お
け

る
実

践
の

徹
底

を
図

っ
た

。
ま

た
、

市
町

村
教

育
委

員
会

と
と

も
に

作
成

し
た

、
授

業
改

善
の

ポ
イ

ン
ト

を
示

し
た

冊
子

「
算

数
・
数

学
の

授
業

づ
く
り

」
を

持
参

し
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

周
知

を
図

っ
た

。
○

教
員

の
指

導
力

向
上

を
図

る
た

め
、

エ
キ

ス
パ

ー
ト

教
員

等
に

よ
る

モ
デ

ル
授

業
や

研
修

の
動

画
、

各
種

資
料

等
を

掲
載

す
る

学
校

教
育

支
援

サ
イ

ト
を

構
築

し
、

授
業

改
善

に
つ

い
て

の
資

料
等

を
掲

載
し

、
各

学
校

で
の

活
用

を
促

し
た

。
○

本
県

の
学

力
課

題
解

決
を

図
る

た
め

、
学

力
向

上
推

進
に

係
る

研
修

会
（
国

語
・
算

数
）

を
開

催
し

、
本

県
の

課
題

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

国
語

及
び

算
数

の
授

業
改

善
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

周
知

を
図

っ
た

。
〇

鳥
取

県
が

目
指

す
国

語
科

の
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

問
題

作
成

に
携

わ
っ

た
講

師
か

ら
の

助
言

内
容

を
整

理
し

て
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

各
学

校
に

周
知

を
図

っ
た

。
○

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
等

で
明

ら
か

に
な

っ
た

各
地

域
の

学
力

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

県
教

育
委

員
会

と
各

市
町

村
教

育
委

員
会

が
協

働
し

て
、

地
域

課
題

の
解

決
に

取
り

組
ん

だ
。

【
東

部
】
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

の
推

進
【
中

部
】
小

学
校

の
国

語
・
算

数
の

活
用

力
向

上
に

向
け

た
授

業
改

善
【
西

部
】
学

力
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
学

校
へ

の
支

援
及

び
若

手
教

員
の

授
業

力
向

上
へ

の
支

援

◆
最

下
位

層
（
Ａ

～
Ｄ

の
４

段
階

の
Ｄ

層
。

以
下

同
じ

。
※

）
の

割
合

が
全

国
の

割
合

を
下

回
る

（
小

中
）

　
※

Ａ
～

Ｄ
層

の
設

定
は

鳥
取

県
の

独
自

基
準

小
６

中
３

別
紙

－
１

　
「

学
力

調
査

の
状

況
」

の
評

価

◆
最

上
位

層
（
Ａ

～
Ｄ

の
４

段
階

の
Ａ

層
。

以
下

同
じ

。
※

）
の

割
合

が
全

国
の

割
合

を
上

回
る

（
小

中
）

　
※

Ａ
～

Ｄ
層

の
設

定
は

鳥
取

県
の

独
自

基
準

◆
各

教
科

ご
と

の
県

平
均

が
全

国
平

均
を

上
回

る
（
小

中
）

評
価

R
１

指
標

R
１

実
績

R
１

と
同

内
容

R
１

取
組

状
況

中
３

課
題

と
対

応
対

象

○
近

年
の

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
結

果
の

推
移

を
分

析
す

る
と

、
小

学
校

算
数

に
つ

い
て

改
善

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、

さ
ら

な
る

学
力

の
底

上
げ

が
必

要
な

状
況

に
あ

る
。

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
を

絞
る

焦
点

化
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

徹
底

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
○

教
員

の
授

業
づ

く
り

の
た

め
の

学
校

教
育

支
援

サ
イ

ト
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

各
学

校
で

有
効

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

、
周

知
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

、
活

用
力

向
上

に
向

け
た

授
業

改
善

等
、

学
力

課
題

に
応

じ
た

取
組

を
市

町
村

教
育

委
員

会
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
〇

ＩＣ
Ｔ

機
器

や
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

な
ど

の
ＩＣ

Ｔ
教

材
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
実

態
に

沿
っ

た
学

習
が

行
え

る
よ

う
な

授
業

改
善

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

R
1
と

同
内

容

R
1
と

同
内

容

（
参

考
）
R

２
指

標

小
６

中
３

小
６

達
成

率



【
学

び
方

の
質

・
学

習
状

況
】

今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

国
8
5
%

8
5
.1

%
1
0
0
.1

%
Ａ

8
5
%

算
8
2
%

7
9
.2

%
9
6
.6

%
Ｂ

8
2
%

国
7
5
%

7
8
.4

%
1
0
4
.5

%
Ａ

7
5
%

算
7
0
%

7
1
.2

%
1
0
1
.7

%
Ａ

7
0
%

7
0
%

7
3
.8

%
1
0
5
.4

%
Ａ

7
0
%

5
0
%

(H
3
0
)

3
6
.5

%
7
3
.0

%
C

5
0
%

「
学

校
の

授
業

は
、

内
容

が
わ

か
り

や
す

く
、

勉
強

す
る

こ
と

の
充

実
感

を
感

じ
る

」
高

校
生

の
割

合

7
5
%

6
5
.7

%
8
7
.6

%
Ｂ

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

事
業

の
一

環
と

し
て

、
指

導
案

共
有

D
B

を
作

成
し

、
他

校
へ

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
取

組
の

展
開

に
資

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ま

で
の

2
1
世

紀
型

学
力

検
討

委
員

会
で

の
検

討
結

果
の

ま
と

め
を

行
っ

た
。

○
講

師
派

遣
事

業
や

研
究

機
関

（
東

京
大

学
大

学
発

教
育

支
援

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
推

進
機

構
）
へ

の
教

員
派

遣
研

修
等

を
実

施
し

、
教

員
の

授
業

力
の

向
上

、
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

図
っ

た
。

○
タ

ブ
レ

ッ
ト

型
端

末
を

は
じ

め
と

す
る

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
授

業
で

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
徒

の
学

習
の

進
捗

、
理

解
度

を
把

握
し

な
が

ら
効

果
的

な
授

業
実

施
に

取
り

組
ん

だ
。

倉
吉

東
高

校
を

モ
デ

ル
校

に
教

育
支

援
シ

ス
テ

ム
や

A
Iド

リ
ル

な
ど

IC
T
を

活
用

し
た

効
果

的
な

授
業

手
法

に
つ

い
て

の
研

究
に

着
手

し
た

。
〇

エ
キ

ス
パ

ー
ト

教
員

の
授

業
公

開
及

び
研

究
協

議
や

、
エ

キ
ス

パ
ー

ト
育

成
事

業
を

と
お

し
て

、
校

内
の

み
な

ら
ず

学
校

の
枠

を
超

え
て

教
員

の
指

導
力

向
上

の
取

組
を

行
っ

た
。

〇
各

校
が

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
に

よ
る

授
業

改
革

に
向

け
た

取
組

を
計

画
し

、
教

員
研

修
や

研
究

授
業

等
を

行
っ

た
。

〇
学

校
訪

問
等

の
機

会
を

利
用

し
て

、
授

業
改

革
の

状
況

を
把

握
し

、
適

宜
、

指
導

助
言

を
行

っ
た

。

7
5
%

○
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

導
入

に
よ

る
授

業
改

革
の

成
果

を
検

証
し

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

さ
せ

る
た

め
の

適
切

な
評

価
基

準
・
方

法
が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

。
○

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
に

お
い

て
は

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

活
用

が
効

果
的

と
言

わ
れ

て
い

る
が

、
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

活
用

に
係

る
教

員
の

習
熟

度
や

活
用

率
が

進
ん

で
い

な
い

学
校

（
者

）
が

あ
る

。
〇

各
校

に
お

い
て

、
生

徒
の

主
体

性
を

引
き

出
す

た
め

の
探

究
的

な
学

習
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

○
「
探

究
」
活

動
で

の
学

び
の

推
進

を
図

り
、

生
徒

の
「
協

働
し

て
学

ぶ
態

度
」
を

育
む

と
と

も
に

、
個

別
最

適
化

さ
れ

た
学

び
の

充
実

を
図

る
こ

と
で

生
徒

の
「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

」
を

伸
長

す
る

。
○

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
臨

時
休

業
時

の
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

な
ど

を
通

じ
て

培
っ

た
、

IC
T
を

活
用

し
た

授
業

法
を

も
と

に
、

IC
T
活

用
性

の
有

用
性

を
各

教
員

に
認

識
し

て
も

ら
い

、
授

業
で

の
活

用
を

広
げ

て
い

く
。

〇
引

き
続

き
、

各
校

及
び

各
教

員
が

授
業

改
革

に
係

る
取

組
を

実
施

す
る

よ
う

支
援

す
る

。
〇

学
校

訪
問

等
の

機
会

を
利

用
し

て
、

授
業

参
観

を
実

施
す

る
。

学
校

の
授

業
が

分
か

る
児

童
生

徒
の

割
合

中
３ 中

３

 「
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
や

経
験

を
、

生
活

の
中

で
活

用
で

き
な

い
か

考
え

る
」
　

児
童

生
徒

の
割

合

◆
主

体
的

・
協

働
的

な
学

び
対

象
R

1
実

績
達

成
率

R
1
目

標
数

値

課
題

と
対

応
R

1
取

組
状

況
評

価
（
参

考
）

R
２

指
標

○
近

年
の

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
結

果
の

推
移

を
分

析
す

る
と

、
小

学
校

算
数

に
つ

い
て

改
善

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、

さ
ら

な
る

学
力

の
底

上
げ

が
必

要
な

状
況

に
あ

る
。

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
を

絞
る

焦
点

化
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

徹
底

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
○

教
員

の
授

業
づ

く
り

の
た

め
の

学
校

教
育

支
援

サ
イ

ト
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

各
学

校
で

有
効

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

、
周

知
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

、
活

用
力

向
上

に
向

け
た

授
業

改
善

等
、

学
力

課
題

に
応

じ
た

取
組

を
市

町
村

教
育

委
員

会
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
〇

ＩＣ
Ｔ

機
器

や
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

な
ど

の
ＩＣ

Ｔ
教

材
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
実

態
に

沿
っ

た
学

習
が

行
え

る
よ

う
な

授
業

改
善

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
再

掲
】

小
６

○
子

ど
も

た
ち

一
人

一
人

の
関

心
意

欲
の

向
上

・
確

か
な

学
力

の
定

着
を

目
指

し
、

授
業

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
を

焦
点

化
し

、
算

数
の

学
力

向
上

に
係

る
指

導
主

事
小

学
校

訪
問

を
実

施
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

各
学

校
に

お
け

る
実

践
の

徹
底

を
図

っ
た

。
ま

た
、

市
町

村
教

育
委

員
会

と
と

も
に

作
成

し
た

、
授

業
改

善
の

ポ
イ

ン
ト

を
示

し
た

冊
子

「
算

数
・
数

学
の

授
業

づ
く
り

」
を

持
参

し
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

周
知

を
図

っ
た

。
○

教
員

の
指

導
力

向
上

を
図

る
た

め
、

エ
キ

ス
パ

ー
ト

教
員

等
に

よ
る

モ
デ

ル
授

業
や

研
修

の
動

画
、

各
種

資
料

等
を

掲
載

す
る

学
校

教
育

支
援

サ
イ

ト
を

構
築

し
、

授
業

改
善

に
つ

い
て

の
資

料
等

を
掲

載
し

、
各

学
校

で
の

活
用

を
促

し
た

。
○

本
県

の
学

力
課

題
解

決
を

図
る

た
め

、
学

力
向

上
推

進
に

係
る

研
修

会
（
国

語
・
算

数
）
を

開
催

し
、

本
県

の
課

題
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
国

語
及

び
算

数
の

授
業

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
周

知
を

図
っ

た
。

〇
鳥

取
県

が
目

指
す

国
語

科
の

授
業

づ
く
り

に
つ

い
て

、
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

問
題

作
成

に
携

わ
っ

た
講

師
か

ら
の

助
言

内
容

を
整

理
し

て
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

各
学

校
に

周
知

を
図

っ
た

。
○

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
等

で
明

ら
か

に
な

っ
た

各
地

域
の

学
力

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

県
教

育
委

員
会

と
各

市
町

村
教

育
委

員
会

が
協

働
し

て
、

地
域

課
題

の
解

決
に

取
り

組
ん

だ
。

【
東

部
】
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

の
推

進
【
中

部
】
小

学
校

の
国

語
・
算

数
の

活
用

力
向

上
に

向
け

た
授

業
改

善
【
西

部
】
学

力
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
学

校
へ

の
支

援
及

び
若

手
教

員
の

授
業

力
向

上
へ

の
支

援
【
再

掲
】

別
紙

－
２

　
「

学
び

方
の

質
・

学
習

状
況

」
「

豊
か

に
生

き
る

共
に

生
き

る
力

の
状

況
」

の
評

価

〇
鳥

取
県

独
自

の
学

力
・
学

習
状

況
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

の
学

力
の

伸
び

を
把

握
し

、
成

果
と

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
授

業
改

善
に

向
け

て
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

徹
底

を
図

る
。

○
算

数
の

学
力

向
上

に
係

る
指

導
主

事
小

学
校

訪
問

を
実

施
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

各
学

校
に

お
け

る
授

業
改

善
の

さ
ら

な
る

徹
底

を
図

る
。

〇
エ

キ
ス

パ
ー

ト
教

員
の

授
業

公
開

を
通

し
て

、
新

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
に

沿
っ

た
授

業
づ

く
り

の
モ

デ
ル

を
示

し
、

各
学

校
へ

の
周

知
、

徹
底

を
図

る
。

○
教

員
の

指
導

力
向

上
を

図
る

た
め

、
学

校
教

育
支

援
サ

イ
ト

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
整

備
し

、
エ

キ
ス

パ
ー

ト
教

員
等

に
よ

る
モ

デ
ル

授
業

や
研

修
の

動
画

、
各

種
資

料
等

、
授

業
改

善
に

つ
い

て
の

資
料

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
各

学
校

で
の

そ
の

積
極

的
な

活
用

が
な

さ
れ

る
よ

う
周

知
す

る
。

○
学

力
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

、
市

町
村

教
育

委
員

会
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

取
組

を
進

め
、

全
県

展
開

を
図

る
。

・
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

の
推

進
・
小

学
校

の
国

語
・
算

数
の

活
用

力
向

上
に

向
け

た
授

業
改

善
・
単

元
到

達
度

評
価

問
題

を
活

用
し

た
授

業
改

善
及

び
若

手
教

員
育

成
〇

ＩＣ
Ｔ

機
器

や
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

な
ど

の
ＩＣ

Ｔ
教

材
を

活
用

に
つ

い
て

、
ＩＣ

Ｔ
活

用
教

育
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

活
用

し
、

研
修

会
を

開
催

す
る

な
ど

情
報

提
供

や
支

援
を

行
う

。
【
再

掲
】

高
２

小
６



今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

7
7
%

7
5
.3

%
9
7
.8

%
Ｂ

7
7
%

今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

7
0
%

6
9
.1

%
9
8
.7

%
Ｂ

7
0
%

5
5
%

5
1
.2

%
9
3
.1

%
Ｂ

5
5
%

5
0
%

3
9
.0

%
7
8
.0

%
Ｃ

○
タ

ブ
レ

ッ
ト

型
端

末
を

活
用

し
て

、
生

徒
に

課
題

を
与

え
（
送

信
し

）
、

提
出

さ
せ

る
な

ど
し

て
、

家
庭

で
の

学
習

に
取

り
組

ま
せ

た
。

○
各

校
が

自
ら

の
教

育
課

題
を

勘
案

し
、

独
自

に
企

画
し

て
授

業
改

革
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

係
る

事
業

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
自

分
の

進
路

実
現

に
向

け
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
生

徒
の

育
成

に
努

め
た

。
5
0
%

○
生

徒
が

主
体

的
に

計
画

立
て

て
自

主
学

習
に

取
り

組
む

習
慣

性
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

取
組

み
が

不
十

分
で

あ
る

。
○

授
業

改
革

に
係

る
事

業
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
係

る
事

業
を

実
施

し
た

り
、

各
教

科
で

の
指

導
を

行
う

も
、

生
徒

に
と

っ
て

、
学

ぶ
こ

と
の

意
味

付
け

が
十

分
に

で
き

て
い

る
と

は
い

え
な

い
状

況
が

あ
る

。

○
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

進
路

指
導

を
通

じ
て

、
生

徒
が

将
来

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
ち

、
そ

の
ビ

ジ
ョ

ン
に

向
け

て
何

が
自

分
に

必
要

な
の

か
を

自
覚

さ
せ

、
主

体
的

に
取

り
組

ま
せ

る
よ

う
な

指
導

を
行

う
こ

と
が

必
要

。
〇

引
き

続
き

、
各

校
が

授
業

改
革

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

３
年

間
を

見
通

し
た

体
系

的
な

進
路

指
導

を
行

う
よ

う
支

援
す

る
。

○
学

校
、

家
庭

が
連

携
し

て
、

家
庭

学
習

の
充

実
に

向
け

た
取

組
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。
○

IC
T
を

活
用

し
た

家
庭

学
習

に
つ

い
て

検
証

し
、

各
学

校
の

実
態

に
応

じ
た

効
果

的
な

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
家

庭
学

習
の

充
実

に
向

け
て

、
学

校
、

家
庭

が
連

携
し

て
取

り
組

む
重

要
性

に
つ

い
て

周
知

す
る

と
と

も
に

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
の

連
携

を
図

る
。

○
市

町
村

教
育

員
会

と
協

働
し

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

等
を

活
用

し
た

取
組

及
び

成
果

や
課

題
に

つ
い

て
共

有
す

る
と

と
も

に
、

好
事

例
等

に
つ

い
て

学
校

教
育

支
援

サ
イ

ト
等

を
活

用
し

て
、

県
内

全
域

に
周

知
し

、
IC

T
を

活
用

し
た

家
庭

学
習

の
充

実
を

図
る

。

達
成

率

9
4
.9

%

○
家

庭
学

習
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

平
成

3
0
年

度
、

及
び

令
和

元
年

度
の

取
組

を
ま

と
め

た
実

践
事

例
集

を
作

成
し

、
学

習
意

欲
を

引
き

出
す

好
事

例
等

の
周

知
・
徹

底
を

推
進

し
た

。
○

地
域

課
題

に
応

じ
た

取
組

と
し

て
、

東
部

地
区

に
お

い
て

、
市

町
教

育
員

会
と

連
携

し
、

家
庭

学
習

充
実

に
係

る
研

修
会

や
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
取

組
の

充
実

を
図

っ
た

。
○

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

分
析

に
基

づ
く
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

・
配

布
し

、
家

庭
学

習
の

充
実

に
向

け
て

、
学

校
、

家
庭

が
連

携
し

て
取

り
組

む
重

要
性

に
つ

い
て

周
知

し
た

。

達
成

率
評

価 Ｂ

対
象

小
６

高
２

◆
主

体
的

・
協

働
的

な
学

び
（
つ

づ
き

）

「
家

で
、

自
分

で
計

画
を

立
て

て
勉

強
し

て
い

る
」

児
童

生
徒

の
割

合

◆
家

庭
に

お
け

る
学

習
等

の
状

況

「
読

書
が

好
き

で
あ

る
」
児

童
生

徒
の

割
合

R
1
目

標
数

値

R
1
実

績
評

価Ｂ

R
1
取

組
状

況

R
1
取

組
状

況

（
参

考
）

R
２

指
標

課
題

と
対

応

課
題

と
対

応

9
0
.9

%

対
象

7
0
%

7
5
%

7
5
%

中
３

7
0
%

（
参

考
）

R
２

指
標

7
1
.2

%

小
６

6
3
.6

%

中
２

R
1
実

績

R
1
目

標
数

値

○
ポ

ッ
プ

コ
ン

テ
ス

ト
、

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
実

施
支

援
事

業
、

読
書

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

等
の

取
組

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
乳

幼
児

期
か

ら
の

読
書

習
慣

の
形

成
の

た
め

、
大

型
集

客
施

設
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

な
ど

、
保

護
者

に
対

す
る

啓
発

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
平

成
３

０
年

度
に

策
定

し
た

「
鳥

取
県

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

ビ
ジ

ョ
ン

(第
４

次
計

画
)」

に
よ

り
、

計
画

的
に

読
書

活
動

の
推

進
に

取
り

組
む

。
〇

「
高

校
生

に
薦

め
た

い
本

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
を

配
布

の
み

で
終

わ
ら

せ
ず

、
学

校
へ

の
訪

問
相

談
等

を
通

じ
て

、
生

徒
の

読
書

経
験

へ
つ

な
げ

る
。

〇
全

校
高

等
学

校
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

鳥
取

県
大

会
の

実
施

に
よ

る
読

書
活

動
の

普
及

・
推

進
。

○
生

徒
の

「
読

書
」
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

、
文

学
作

品
に

偏
ら

な
い

、
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
得

る
手

段
と

し
て

の
「
読

書
」
を

体
験

で
き

る
機

会
を

提
供

す
る

。
○

「
高

校
生

に
薦

め
た

い
本

ン
フ

レ
ッ

ト
」
の

作
成

を
す

る
。

○
引

き
続

き
、

学
校

司
書

や
司

書
教

諭
を

中
心

と
し

て
、

図
書

館
活

用
の

推
進

に
向

け
て

取
り

組
む

よ
う

働
き

か
け

る
と

同
時

に
各

教
科

で
の

図
書

館
活

用
の

推
進

を
促

す
。

高
２

○
中

学
生

を
対

象
に

「
中

学
生

ポ
ッ

プ
コ

ン
テ

ス
ト

」
を

実
施

。
○

小
中

高
を

対
象

と
し

た
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

実
施

支
援

事
業

を
実

施
。

○
保

護
者

会
等

に
子

ど
も

読
書

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
派

遣
し

、
読

書
の

大
切

さ
を

伝
え

た
。

○
読

書
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
研

修
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

育
成

も
図

っ
た

。
○

大
型

集
客

施
設

で
読

書
に

関
す

る
啓

発
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
〇

「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
に

お
い

て
、

電
子

メ
デ

ィ
ア

の
利

用
と

読
書

と
の

関
係

に
つ

い
て

調
査

を
行

っ
た

。
〇

読
書

の
大

切
さ

を
伝

え
る

ポ
ス

タ
ー

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

妊
娠

期
保

護
者

、
乳

幼
児

期
の

保
護

者
に

配
布

・
啓

発
し

た
。

〇
各

学
校

図
書

館
へ

の
訪

問
相

談
に

よ
り

、
読

書
支

援
に

つ
な

が
る

各
学

校
図

書
館

の
企

画
運

営
に

助
言

や
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

〇
学

校
図

書
館

よ
り

紹
介

さ
れ

た
高

校
生

へ
の

お
す

す
め

本
３

３
冊

を
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

し
た

「
高

校
生

に
薦

め
た

い
本

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
を

作
成

し
、

県
内

の
高

校
・
特

別
支

援
学

校
高

等
部

へ
配

布
し

た
。

〇
全

校
高

等
学

校
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

鳥
取

県
大

会
を

実
施

し
、

高
校

生
へ

の
読

書
活

動
の

推
進

・
普

及
を

図
っ

た
。

○
各

校
に

配
置

さ
れ

て
い

る
学

校
司

書
や

司
書

教
諭

を
中

心
に

、
生

徒
の

興
味

関
心

を
引

き
出

す
企

画
や

探
究

的
な

学
習

に
お

い
て

図
書

館
利

用
を

含
め

た
図

書
館

教
育

を
展

開
す

る
よ

う
努

め
た

。

○
特

に
中

高
生

が
本

を
手

に
取

り
、

読
書

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

づ
く
り

が
必

要
。

○
乳

幼
児

期
か

ら
の

読
書

の
大

切
さ

に
つ

い
て

、
妊

娠
期

を
含

め
、

よ
り

多
く
の

保
護

者
に

伝
え

る
こ

と
が

必
要

。
〇

高
校

生
の

不
読

率
を

下
げ

る
。

○
高

校
生

が
読

書
に

向
か

う
動

機
づ

け
が

不
十

分
で

あ
る

。
○

生
徒

に
読

書
の

世
界

の
魅

力
に

気
づ

か
せ

ら
れ

て
い

な
い

現
状

が
あ

る
。



【
豊

か
に

生
き

る
共

に
生

き
る

力
の

状
況

】

今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

8
5
%

8
1
.7

%
9
6
.1

%
Ｂ

8
5
%

8
5
%

7
4
.7

%
8
7
.9

%
Ｃ

8
5
%

8
0
%

8
1
.2

%
1
0
1
.5

%
Ａ

8
0
%

7
5
%

7
2
.3

%
9
6
.4

%
Ｂ

7
5
%

6
4
%

6
4
.0

%
1
0
0
.0

%
Ａ

○
県

内
の

高
校

、
特

別
支

援
学

校
高

等
部

及
び

高
等

専
門

学
校

に
在

籍
す

る
生

徒
を

対
象

に
、

生
徒

自
身

の
想

像
力

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

を
も

っ
た

企
画

・
活

動
を

支
援

し
た

。
○

地
域

企
業

の
担

当
者

、
自

校
卒

業
生

、
教

育
関

連
企

業
等

の
担

当
者

等
を

学
校

に
招

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
及

び
進

路
指

導
に

係
る

講
演

・
演

習
等

を
行

う
こ

と
で

、
夢

や
希

望
に

向
か

っ
て

果
敢

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
、

将
来

の
日

本
や

鳥
取

県
に

貢
献

す
る

気
概

の
あ

る
生

徒
育

成
に

取
組

ん
だ

。
○

世
界

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
海

外
大

学
と

共
同

連
携

し
、

県
内

高
校

生
向

け
の

遠
隔

講
座

を
開

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
幅

広
い

国
際

感
覚

を
身

に
つ

け
、

世
界

を
視

野
に

入
れ

て
活

躍
す

る
高

い
意

欲
と

志
を

持
っ

た
人

材
の

育
成

を
図

っ
た

。
○

高
校

生
英

語
弁

論
大

会
の

優
秀

者
等

を
海

外
に

派
遣

し
た

り
、

留
学

費
用

の
助

成
を

行
う

こ
と

で
、

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
の

育
成

を
図

っ
た

。

6
4
%

○
生

徒
が

失
敗

を
恐

れ
な

い
で

挑
戦

で
き

る
様

々
な

機
会

を
、

生
徒

に
多

く
提

供
し

て
い

く
取

り
組

み
が

不
十

分
。

○
事

業
の

一
層

の
周

知
・
宣

伝
を

行
う

。
特

に
事

業
に

取
組

ん
で

い
な

い
学

校
に

積
極

的
に

働
き

か
け

て
、

新
規

参
加

校
を

増
加

さ
せ

る
。

○
生

徒
に

や
っ

て
み

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
事

業
の

内
容

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

る
。

R
1
目

標
数

値
R

1
取

組
状

況

○
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

し
て

い
く
意

義
や

、
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

る
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
効

果
的

な
活

用
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

〇
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

つ
い

て
の

教
職

員
の

理
解

が
不

十
分

で
あ

り
、

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
な

い
。

〇
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

を
効

果
的

に
活

用
し

、
児

童
生

徒
が

失
敗

を
恐

れ
ず

挑
戦

し
た

こ
と

に
つ

い
て

機
会

を
捉

え
て

評
価

す
る

こ
と

で
児

童
生

徒
の

自
覚

を
促

し
て

い
く
。

○
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

し
て

い
く
意

義
や

、
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

る
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
効

果
的

な
活

用
に

つ
い

て
周

知
し

、
更

な
る

充
実

を
図

る
。

課
題

と
対

応
（
参

考
）

R
２

指
標

「
難

し
い

こ
と

で
も

失
敗

を
恐

れ
な

い
で

挑
戦

し
て

い
る

」
児

童
生

徒
の

割
合

高
２

中
３

◆
自

分
自

身
や

他
者

、
社

会
等

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
意

識

「
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

R
1
実

績
対

象

小
６

中
３

小
６

達
成

率



今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

9
0
%

8
2
.2

%
9
1
.3

%
Ｂ

9
0
%

7
5
%

7
0
.0

%
9
3
.3

%
Ｂ

7
5
%

8
0
%

7
2
.2

%
9
0
.3

%
Ｂ

〇
各

校
で

地
域

、
企

業
、

卒
業

生
等

の
社

会
人

を
招

き
、

各
学

年
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

講
演

会
等

を
実

施
し

、
生

徒
の

進
路

志
望

の
主

体
的

設
定

に
つ

な
が

る
よ

う
努

め
た

。
8
0
%

〇
自

分
の

適
性

や
能

力
、

ま
た

、
実

社
会

に
き

ち
ん

と
向

き
合

う
機

会
の

提
供

が
不

十
分

。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
や

探
究

的
な

学
習

に
お

い
て

、
自

己
理

解
や

社
会

へ
の

関
心

を
深

め
さ

せ
る

よ
う

な
取

組
の

実
施

に
つ

い
て

学
校

に
働

き
か

け
る

。

「
自

分
の

進
路

を
実

現
す

る
た

め
に

、
目

標
に

向
か

っ
て

努
力

し
て

い
る

」
高

校
生

の
割

合

7
0
%

6
8
.7

%
9
8
.1

%
Ｂ

○
各

校
で

地
域

、
企

業
、

卒
業

生
等

の
社

会
人

を
招

き
、

鳥
取

県
で

生
き

生
き

と
働

く
モ

デ
ル

と
な

る
、

身
近

な
大

人
と

の
交

流
機

会
を

も
つ

支
援

を
お

こ
な

っ
た

。
ま

た
、

生
徒

の
進

路
志

望
の

主
体

的
設

定
に

つ
な

が
る

よ
う

努
め

た
。

7
0
%

○
生

徒
が

見
通

し
を

持
っ

て
取

り
組

む
た

め
の

方
策

が
不

十
分

。
○

引
き

続
き

、
さ

ま
ざ

ま
な

社
会

人
と

関
わ

る
機

会
を

設
け

る
と

と
も

に
、

学
校

の
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
全

体
計

画
に

基
づ

い
た

教
育

活
動

を
展

開
す

る
よ

う
指

導
す

る
。

○
各

学
校

に
お

い
て

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

や
特

別
活

動
で

、
職

業
調

べ
や

職
場

体
験

学
習

等
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
実

施
し

た
。

○
各

校
種

間
で

つ
な

が
り

の
あ

る
取

組
が

で
き

る
よ

う
に

、
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
か

ら
高

等
学

校
ま

で
の

系
統

表
を

作
成

し
た

。
○

中
学

校
段

階
に

お
け

る
探

究
的

な
学

習
を

推
進

し
て

い
く
た

め
の

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
企

業
読

本
」
を

作
成

し
、

令
和

２
年

３
月

に
県

内
の

全
小

・
中

・
義

務
・
高

・
特

別
支

援
学

校
に

配
布

す
る

と
と

も
に

、
県

教
育

委
員

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
情

報
発

信
し

た
。

○
ふ

る
さ

と
鳥

取
県

に
誇

り
と

愛
着

を
持

ち
、

郷
土

を
支

え
る

人
材

の
育

成
へ

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

し
た

。

達
成

率

○
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

し
て

い
く
意

義
や

、
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

る
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
効

果
的

な
活

用
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

○
県

教
委

作
成

の
系

統
表

を
も

と
に

、
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
様

式
を

示
し

、
将

来
の

夢
や

目
標

に
つ

い
て

も
記

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○

冊
子

に
掲

載
し

た
「
ふ

る
さ

と
鳥

取
企

業
読

本
」
の

活
用

事
例

等
を

積
極

的
に

紹
介

し
、

将
来

の
夢

や
目

標
に

つ
い

て
考

え
る

学
習

の
機

会
を

増
や

す
よ

う
に

学
校

に
促

す
。

○
各

校
種

間
で

つ
な

が
り

の
あ

る
取

組
が

よ
り

一
層

推
進

で
き

る
よ

う
に

、
各

学
校

が
つ

な
が

り
、

系
統

表
や

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

を
活

用
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
○

各
学

校
に

お
い

て
、

冊
子

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
企

業
読

本
」
が

有
効

に
活

用
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

〇
児

童
生

徒
が

将
来

の
夢

や
目

標
を

持
て

る
よ

う
な

、
学

校
で

の
取

組
の

充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

（
参

考
）

R
２

指
標

「
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

」
児

童
生

徒
の

割
合

◆
進

路
に

向
け

た
意

識
R

1
実

績
R

1
取

組
状

況

高
２

評
価

課
題

と
対

応

中
３

小
６

R
1
目

標
数

値

高
２

対
象



今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

8
5
%

8
1
.3

%
9
5
.6

%
Ｂ

8
5
%

5
5
%

5
8
.6

%
1
0
6
.5

%
Ａ

5
5
%

5
0
%

3
9
.5

%
7
9
.0

%
Ｃ

○
学

校
の

枠
を

超
え

て
生

徒
同

士
が

切
磋

琢
磨

し
、

知
的

好
奇

心
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
取

組
（
市

民
等

も
参

加
し

た
イ

ベ
ン

ト
等

）
を

支
援

す
る

学
校

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
・
サ

ポ
ー

ト
事

業
や

学
校

独
自

事
業

に
よ

り
、

各
校

に
お

い
て

地
域

と
連

携
し

た
。

○
各

校
に

お
い

て
地

域
と

連
携

し
た

教
育

活
動

を
実

施
し

、
地

域
の

人
々

と
の

関
わ

り
を

持
つ

機
会

を
設

け
た

。
○

主
権

者
教

育
を

と
お

し
て

、
社

会
へ

の
参

画
意

識
の

醸
成

に
努

め
た

。
5
0
%

○
生

徒
が

地
域

の
一

員
と

い
う

自
覚

を
持

っ
て

積
極

的
に

行
動

で
き

る
取

組
が

不
十

分
。

○
引

き
続

き
地

域
と

連
携

し
た

取
組

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
で

、
自

分
の

住
む

地
域

を
理

解
し

た
り

、
地

域
の

人
々

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
地

域
や

社
会

へ
の

興
味

を
惹

起
し

て
い

く
。

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
を

拡
大

し
、

地
域

の
教

育
力

を
学

校
教

育
に

生
か

す
取

組
を

推
進

す
る

。

4
8
%

5
1
.5

%
1
0
7
.3

%
Ａ

4
8
%

4
0
%

4
0
.8

%
1
0
2
.0

%
Ａ

4
0
%

「
将

来
は

今
住

ん
で

い
る

地
域

や
鳥

取
県

で
働

き
た

い
」
高

校
生

の
割

合
6
0
%

5
1
.0

%
8
5
.0

%
B

○
地

域
の

方
を

招
い

て
話

を
聞

く
キ

ャ
リ

ア
塾

や
地

域
探

究
活

動
な

ど
、

生
徒

が
地

域
と

連
携

し
た

取
組

を
実

施
し

た
。

○
各

校
で

地
域

、
企

業
、

卒
業

生
等

の
社

会
人

を
招

き
、

鳥
取

県
で

生
き

生
き

と
働

く
モ

デ
ル

と
な

る
、

身
近

な
大

人
と

の
交

流
機

会
を

も
つ

支
援

を
お

こ
な

っ
た

。
○

普
通

科
高

校
も

含
め

た
県

立
高

校
で

、
地

元
企

業
と

連
携

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

6
0
%

○
県

外
進

学
者

の
多

い
普

通
科

高
校

で
の

取
り

組
み

を
一

層
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

○
引

き
続

き
地

域
と

連
携

し
た

取
組

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
で

、
自

分
の

住
む

地
域

を
理

解
し

た
り

、
地

域
の

人
々

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
地

域
へ

の
理

解
と

愛
着

を
育

む
。

○
普

通
科

高
校

に
お

け
る

ふ
る

さ
と

学
び

事
業

の
さ

ら
な

る
実

施
に

つ
い

て
、

学
校

に
働

き
か

け
る

。

中
３

地
域

や
社

会
を

よ
く
す

る
た

め
に

何
を

す
べ

き
か

を
考

え
る

こ
と

が
あ

る
児

童
生

徒
の

割
合

R
1
取

組
状

況
課

題
と

対
応

小
６

〇
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
か

ら
高

等
学

校
ま

で
校

種
間

で
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
系

統
表

を
作

成
し

た
。

〇
県

・
市

町
村

教
育

行
政

連
絡

協
議

会
等

に
お

い
て

、
市

町
村

教
育

委
員

会
に

対
し

て
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
意

義
を

説
明

し
た

。
〇

教
職

員
対

象
の

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
キ

ャ
リ

ア
教

育
研

修
会

」
に

お
い

て
、

教
職

員
に

対
し

て
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
取

組
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

し
た

。
〇

職
場

体
験

等
を

通
し

て
自

ら
の

生
き

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
企

業
読

本
」
を

作
成

し
、

小
・
中

・
義

務
教

育
・
高

等
・
特

別
支

援
学

校
に

配
布

し
活

用
を

促
し

た
。

〇
県

指
導

主
事

等
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

て
、

鳥
取

県
に

お
け

る
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

つ
い

て
説

明
し

、
取

組
の

方
向

性
を

共
有

し
た

。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

系
統

表
を

参
考

に
し

た
、

小
・
中

学
校

の
連

携
の

推
進

が
課

題
で

あ
る

。
〇

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
効

果
的

な
活

用
が

課
題

で
あ

る
。

〇
中

学
校

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
充

実
さ

せ
、

地
域

・
社

会
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
考

え
を

持
つ

児
童

生
徒

の
育

成
が

課
題

で
あ

る
。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
、

地
域

を
巻

き
込

ん
だ

持
続

可
能

で
一

体
的

な
取

組
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

〇
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

し
て

い
く
意

義
や

、
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

る
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
活

用
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
す

る
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
に

係
る

教
職

員
の

理
解

を
進

め
、

導
入

及
び

効
果

的
な

運
用

を
一

層
促

す
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

導
入

を
す

べ
て

の
公

立
学

校
で

教
育

振
興

基
本

計
画

の
最

終
年

度
（
令

和
5

年
度

）
ま

で
に

図
る

こ
と

で
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
地

域
を

学
ぶ

体
験

等
に

、
学

校
と

地
域

が
連

携
し

て
取

り
組

む
こ

と
を

促
す

。
○

中
学

生
、

大
学

生
、

地
域

住
民

の
三

者
が

グ
ル

ー
プ

に
な

っ
て

語
り

合
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
、

中
学

生
の

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

と
貢

献
意

識
の

形
成

を
図

る
。

○
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

の
土

曜
日

に
お

け
る

教
育

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

・
協

力
し

て
行

う
、

地
域

に
お

け
る

多
様

な
学

習
や

体
験

活
動

の
機

会
の

充
実

な
ど

の
取

組
を

行
う

市
町

村
を

支
援

し
た

。
○

社
会

総
が

か
り

で
子

ど
も

た
ち

を
育

む
た

め
、

公
立

学
校

に
学

校
運

営
協

議
会

制
度

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
）
の

導
入

促
進

に
向

け
て

、
研

修
会

や
連

絡
協

議
会

の
開

催
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

な
ど

を
行

っ
た

。

○
地

域
住

民
等

の
よ

り
一

層
の

参
画

を
図

り
、

土
曜

日
等

を
活

用
し

て
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

（
個

人
・
団

体
・
企

業
）
が

連
携

し
て

子
ど

も
を

育
て

る
体

制
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

○
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

・
協

働
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
市

町
村

教
育

委
員

会
と

連
携

協
力

し
な

が
ら

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

導
入

促
進

を
図

る
。

○
土

曜
日

に
お

け
る

教
育

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
他

機
関

と
連

携
・
協

働
す

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

仕
組

み
を

活
用

し
た

効
果

的
な

教
育

活
動

の
充

実
が

課
題

で
あ

る
。

◆
地

域
社

会
へ

の
参

画
状

況

「
地

域
の

行
事

に
参

加
し

て
い

る
」
児

童
生

徒
の

割
合

（
参

考
）

R
２

指
標

小
６

R
1
目

標
数

値
対

象

高
２

高
２

中
３

評
価

達
成

率
R

1
実

績



今
後

の
課

題
課

題
解

決
の

た
め

に
必

要
な

対
応

8
5
%

6
1
.8

%
7
2
.7

%
Ｃ

8
5
%

8
0
%

5
5
.4

%
6
9
.3

%
Ｃ

8
0
%

児
童

生
徒

に
対

し
、

前
年

度
に

、
教

科
等

の
指

導
に

当
た

っ
て

、
地

域
や

社
会

で
起

こ
っ

て
い

る
問

題
や

出
来

事
を

学
習

の
題

材
と

し
て

取
り

扱
っ

た
学

校
の

割
合

小
６

〇
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
か

ら
高

等
学

校
ま

で
校

種
間

で
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
系

統
表

を
作

成
し

た
。

〇
県

・
市

町
村

教
育

行
政

連
絡

協
議

会
等

に
お

い
て

、
市

町
村

教
育

委
員

会
に

対
し

て
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
意

義
を

説
明

し
た

。
〇

教
職

員
対

象
の

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
キ

ャ
リ

ア
教

育
研

修
会

」
に

お
い

て
、

教
職

員
に

対
し

て
、

ふ
る

さ
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
取

組
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

し
た

。
〇

職
場

体
験

等
を

通
し

て
自

ら
の

生
き

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
ふ

る
さ

と
鳥

取
企

業
読

本
」
を

作
成

し
、

小
・
中

・
義

務
教

育
・
高

等
・
特

別
支

援
学

校
に

配
布

し
活

用
を

促
し

た
。

〇
県

指
導

主
事

等
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

て
、

鳥
取

県
に

お
け

る
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

つ
い

て
説

明
し

、
取

組
の

方
向

性
を

共
有

し
た

。
【
再

掲
】

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

系
統

表
を

参
考

に
し

た
、

小
・
中

学
校

の
連

携
の

推
進

が
課

題
で

あ
る

。
〇

キ
ャ

リ
ア

・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
効

果
的

な
活

用
が

課
題

で
あ

る
。

〇
中

学
校

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
充

実
さ

せ
、

地
域

・
社

会
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

と
す

る
考

え
を

持
つ

児
童

生
徒

の
育

成
が

課
題

で
あ

る
。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
、

地
域

を
巻

き
込

ん
だ

持
続

可
能

で
一

体
的

な
取

組
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。
【
再

掲
】

〇
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

、
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

し
て

い
く
意

義
や

、
令

和
２

年
度

か
ら

導
入

さ
れ

る
キ

ャ
リ

ア
・
パ

ス
ポ

ー
ト

の
活

用
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

〇
ふ

る
さ

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
す

る
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
に

係
る

教
職

員
の

理
解

を
進

め
、

導
入

及
び

効
果

的
な

運
用

を
一

層
促

す
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
の

導
入

を
す

べ
て

の
公

立
学

校
で

教
育

振
興

基
本

計
画

の
最

終
年

度
（
令

和
5

年
度

）
ま

で
に

図
る

こ
と

で
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
地

域
を

学
ぶ

体
験

等
に

、
学

校
と

地
域

が
連

携
し

て
取

り
組

む
こ

と
を

促
す

。
【
再

掲
】

◆
地

域
社

会
へ

の
参

画
状

況
（
つ

づ
き

）
対

象
R

1
目

標
数

値
R

1
実

績

中
３

評
価

R
1
取

組
状

況
（
参

考
）

R
２

指
標

課
題

と
対

応
達

成
率


